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(57)【要約】
  本発明は、複数のコンポーネントキャリアをプライマ
リ・コンポーネント・キャリアとセカンダリ・コンポー
ネント・キャリアに分割するだけでは重要なセカンダリ
・コンポーネント・キャリアを管理できない問題を解決
するキャリア構成方法及びデバイスを開示する。UEがキ
ャリア・アグリゲーション・モデルに従いネットワーク
デバイスとデータ伝送を行うようUEのためのキャリア・
アグリゲーション・モデルを構成する。キャリア・アグ
リゲーション・モデルは複数のコンポーネントキャリア
を含み、複数のコンポーネントキャリアはコアキャリア
を含み、コアキャリアはプライマリ・コア・キャリアを
含む。コアキャリアは、上り伝送機能・下り伝送機能を
有する。プライマリ・コア・キャリアは、システムメッ
セージ伝達機能、ページングメッセージ伝達機能、半静
的スケジューリングパラメータ構成機能、キャンピング
参照機能及び暗号化参照機能のいずれかを有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器UEがキャリア・アグリゲーション・モデルに従ってネットワークデバイスと
のデータ伝送を行うように、前記UEのための前記キャリア・アグリゲーション・モデルを
構成するステップ、
　を含み、
　前記キャリア・アグリゲーション・モデルは複数のコンポーネントキャリアを含み、前
記複数のコンポーネントキャリアは少なくとも1つのコアキャリアを含み、前記少なくと
も1つのコアキャリアは少なくとも1つのプライマリ・コア・キャリアを含み、前記コアキ
ャリアは、上り伝送機能および下り伝送機能を有し、前記上り伝送機能は、下りデータに
対応する上りフィードバック機能、下りチャネル状態フィードバック機能、または上りデ
ータ伝送機能、のうちの少なくとも1つを含み、前記下り伝送機能は、上りデータに対応
する下りフィードバック機能、上りチャネル状態フィードバック機能、または下りデータ
伝送機能、のうちの少なくとも1つを含み、前記プライマリ・コア・キャリアは、システ
ムメッセージ伝達機能、ページングメッセージ伝達機能、半静的スケジューリングパラメ
ータ構成機能、キャンピング参照機能、または暗号化参照機能、のうちの少なくとも1つ
の機能を有する、
　キャリア構成方法。
【請求項２】
　ユーザ機器UEのためのキャリア・アグリゲーション・モデルを構成する前記ステップの
前に、前記方法は、
　前記複数のコンポーネントキャリアの中の前記上り伝送機能および前記下り伝送機能を
有するコンポーネントキャリアを前記コアキャリアとして決定するステップ、
　をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、ユー
ザ機器UEのためのキャリア・アグリゲーション・モデルを構成する前記ステップの後に、
前記方法は、
　前記プライマリ・コア・キャリアを変更することを決定するステップと、
　セカンダリ・コア・キャリアの中から新しいプライマリ・コア・キャリアを決定するス
テップであって、前記セカンダリ・コア・キャリアは、前記少なくとも2つのコアキャリ
アの中の前記プライマリ・コア・キャリア以外のコアキャリアである、前記ステップと、
　前記UEが前記プライマリ・コア・キャリアを前記新しいプライマリ・コア・キャリアに
変更するように、前記UEにプライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージを送信するス
テップであって、前記プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージは前記UEに前記プ
ライマリ・コア・キャリアを変更するよう命令するのに用いられる、前記ステップと、
　をさらに含む、請求項1または2に記載の方法。
【請求項４】
　前記UEにプライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージを送信する前記ステップは、
　物理層シグナリングまたは媒体アクセス制御MAC層シグナリングを用いて前記UEに前記
プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージを送信するステップ、
　を含む、請求項3に記載の方法。
【請求項５】
　前記UEにプライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージを送信する前記ステップの後
に、前記方法は、
　前記UEがトリガしたランダム・アクセス・チャネルRACH手順に従って、前記UEの前記プ
ライマリ・コア・キャリアが正常に変更されたと判定するステップ、
　をさらに含む、請求項3または4に記載の方法。
【請求項６】
　前記プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージは専用プリアンブルシーケンスを
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含む、請求項3または4に記載の方法。
【請求項７】
　前記UEにプライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージを送信する前記ステップの後
に、前記方法は、
　前記専用プリアンブルシーケンスを用い、前記新しいプライマリ・コア・キャリアに対
応する上りキャリアに基づいて前記UEがトリガしたRACH手順に従って、前記UEの前記プラ
イマリ・コア・キャリアが正常に変更されたと判定するステップ、
　をさらに含む、請求項6に記載の方法。
【請求項８】
　前記複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、ユー
ザ機器UEのためのキャリア・アグリゲーション・モデルを構成する前記ステップの後に、
前記方法は、
　前記UEの前記プライマリ・コア・キャリアが変更されたという通知を受信するステップ
、
　をさらに含む、請求項1または2に記載の方法。
【請求項９】
　前記UEの前記プライマリ・コア・キャリアが変更されたという通知を受信する前記ステ
ップは、
　新しいプライマリ・コア・キャリアに対応する上りキャリアに基づいて前記UEがトリガ
したRACH手順を受信するステップ、
　を含み、
　前記UEの前記プライマリ・コア・キャリアが変更されたという通知を受信する前記ステ
ップの後に、前記方法は、
　前記RACH手順に従って、前記プライマリ・コア・キャリアが変更されたと判定するステ
ップ、
　をさらに含む、請求項8に記載の方法。
【請求項１０】
　前記UEの前記プライマリ・コア・キャリアが変更されたという通知を受信する前記ステ
ップは、
　前記UEが送信した上りメッセージを受信するステップであって、前記上りメッセージは
前記ネットワークデバイスに前記プライマリ・コア・キャリアが変更されたことを通知す
るのに用いられる、前記ステップ、
　を含み、
　前記UEの前記プライマリ・コア・キャリアが変更されたという通知を受信する前記ステ
ップの後に、前記方法は、
　前記上りメッセージに従って、前記プライマリ・コア・キャリアが変更されたと判定す
るステップ、
　をさらに含む、請求項8に記載の方法。
【請求項１１】
　前記UEが送信した上りメッセージを受信する前記ステップは、
　スケジューリング要求SR機能をサポートしている1つのセカンダリ・コア・キャリアに
基づいて前記UEが送信したSRを受信するステップと、
　前記UEに上りリソースを割り振るステップと、
　前記上りリソースを用いて前記UEが送信した前記上りメッセージを受信するステップと
、
　を含む、請求項10に記載の方法。
【請求項１２】
　前記複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、ユー
ザ機器UEのためのキャリア・アグリゲーション・モデルを構成する前記ステップの後に、
前記方法は、
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　前記UEの測定イベントを構成するステップであって、前記測定イベントは、近隣のセル
の信号品質または信号強度が前記コアキャリアのいずれか1つに対応するセルの信号品質
または信号強度より大きい場合、前記UEに、前記ネットワークデバイスに測定報告を報告
するよう命令するのに用いられる、前記ステップ、
　をさらに含む、請求項1または2に記載の方法。
【請求項１３】
　ネットワークデバイスが送信したキャリア・アグリゲーション・モデルを受信するステ
ップと、
　前記キャリア・アグリゲーション・モデルに従って前記ネットワークデバイスとデータ
伝送を行うステップと、
　を含み、
　前記キャリア・アグリゲーション・モデルは複数のコンポーネントキャリアを含み、前
記複数のコンポーネントキャリアは少なくとも1つのコアキャリアを含み、前記少なくと
も1つのコアキャリアは少なくとも1つのプライマリ・コア・キャリアを含み、前記コアキ
ャリアは、上り伝送機能および下り伝送機能を有し、前記上り伝送機能は、下りデータに
対応する上りフィードバック機能、下りチャネル状態フィードバック機能、または上りデ
ータ伝送機能、のうちの少なくとも1つを含み、前記下り伝送機能は、上りデータに対応
する下りフィードバック機能、上りチャネル状態フィードバック機能、または下りデータ
伝送機能、のうちの少なくとも1つを含み、前記プライマリ・コア・キャリアは、システ
ムメッセージ伝達機能、ページングメッセージ伝達機能、半静的スケジューリングパラメ
ータ構成機能、キャンピング参照機能、または暗号化参照機能、のうちの少なくとも1つ
の機能を有する、
　キャリア構成方法。
【請求項１４】
　前記複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、ネッ
トワークデバイスが送信したキャリア・アグリゲーション・モデルを受信する前記ステッ
プの後に、前記方法は、
　前記ネットワークデバイスが送信したプライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージ
を受信するステップと、
　前記プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージに従って前記プライマリ・コア・
キャリアを新しいプライマリ・コア・キャリアに変更するステップと、
　をさらに含む、請求項13に記載の方法。
【請求項１５】
　前記プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージに従って前記プライマリ・コア・
キャリアを新しいプライマリ・コア・キャリアに変更する前記ステップの後に、前記方法
は、
　前記ネットワークデバイスが、ランダム・アクセス・チャネルRACH手順に従って、前記
プライマリ・コア・キャリアが正常に変更されたと判定するように、前記RACH手順をトリ
ガするステップ、
　をさらに含む、請求項14に記載の方法。
【請求項１６】
　前記プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージは専用プリアンブルシーケンスを
含み、
　前記プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージに従って前記プライマリ・コア・
キャリアを新しいプライマリ・コア・キャリアに変更する前記ステップの後に、前記方法
は、
　前記ネットワークデバイスが、前記専用プリアンブルシーケンスに従って、前記プライ
マリ・コア・キャリアが正常に変更されたと判定するように、前記専用プリアンブルシー
ケンスを用い、前記新しいプライマリ・コア・キャリアに対応する上りキャリアに基づい
てRACH手順をトリガするステップ、
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　をさらに含む、請求項14に記載の方法。
【請求項１７】
　前記複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、ネッ
トワークデバイスが送信したキャリア・アグリゲーション・モデルを受信する前記ステッ
プの後に、前記方法は、
　前記プライマリ・コア・キャリアを変更することを決定するステップと、
　セカンダリ・コア・キャリアの中から新しいプライマリ・コア・キャリアを決定するス
テップであって、前記セカンダリ・コア・キャリアは、前記少なくとも2つのコアキャリ
アの中の前記プライマリ・コア・キャリア以外のコアキャリアである、前記ステップと、
　前記ネットワークデバイスに、前記プライマリ・コア・キャリアが変更されたことを通
知するステップと、
　をさらに含む、請求項13に記載の方法。
【請求項１８】
　前記ネットワークデバイスに、前記プライマリ・コア・キャリアが変更されたことを通
知する前記ステップは、
　前記ネットワークデバイスが、RACH手順に従って、前記プライマリ・コア・キャリアが
変更されたと判定するように、前記新しいプライマリ・コア・キャリアに対応する上りキ
ャリアに基づいて、前記RACH手順をトリガするステップ、
　を含む、請求項17に記載の方法。
【請求項１９】
　前記ネットワークデバイスに、前記プライマリ・コア・キャリアが変更されたことを通
知する前記ステップは、
　前記ネットワークデバイスが、上りメッセージに従って、前記プライマリ・コア・キャ
リアが変更されたと判定するように、前記ネットワークデバイスに前記上りメッセージを
送信するステップであって、前記上りメッセージは前記ネットワークデバイスに前記プラ
イマリ・コア・キャリアが変更されたことを通知するのに用いられる、前記ステップ、
　を含む、請求項17に記載の方法。
【請求項２０】
　前記ネットワークデバイスに上りメッセージを送信する前記ステップは、
　スケジューリング要求SR機能をサポートしている1つのセカンダリ・コア・キャリアに
基づいて、前記ネットワークデバイスにSRを送信するステップと、
　前記ネットワークデバイスが前記UEに割り振った上りリソースを受信するステップと、
　前記上りリソースを用いて前記ネットワークデバイスに上りメッセージを送信するステ
ップと、
　を含む、請求項19に記載の方法。
【請求項２１】
　前記プライマリ・コア・キャリアを変更することを決定する前記ステップは、
　プライマリ・コア・リンクに障害が発生したと判定したときに、前記プライマリ・コア
・キャリアを変更することを決定するステップ、
　を含む、請求項17から20のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２２】
　セカンダリ・コア・キャリアの中から新しいプライマリ・コア・キャリアを決定する前
記ステップは、
　事前設定規則に従って前記セカンダリ・コア・キャリアの中から前記新しいプライマリ
・コア・キャリアを決定するステップ、
　を含み、
　前記事前設定規則は、事前設定順序、前記セカンダリ・コア・キャリアに基づいて送信
される信号の品質、または前記セカンダリ・コア・キャリアに対応するセル識別情報のう
ちの少なくとも1つを含む、請求項17から21のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２３】
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　前記複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、ネッ
トワークデバイスが送信したキャリア・アグリゲーション・モデルを受信する前記ステッ
プの後に、前記方法は、
　前記ネットワークデバイスが送信した測定イベントを受信するステップと、
　近隣のセルの信号品質または信号強度が前記コアキャリアのいずれか1つに対応するセ
ルの信号品質または信号強度より大きい場合、前記測定イベントに従って、前記ネットワ
ークデバイスに測定報告を報告することを決定するステップと、
　をさらに含む、請求項13に記載の方法。
【請求項２４】
　ユーザ機器UEがキャリア・アグリゲーション・モデルに従ってネットワークデバイスと
のデータ伝送を行うように、前記UEのための前記キャリア・アグリゲーション・モデルを
構成するように構成された、構成部、
　を含み、
　前記キャリア・アグリゲーション・モデルは複数のコンポーネントキャリアを含み、前
記複数のコンポーネントキャリアは少なくとも1つのコアキャリアを含み、前記少なくと
も1つのコアキャリアは少なくとも1つのプライマリ・コア・キャリアを含み、前記コアキ
ャリアは、上り伝送機能および下り伝送機能を有し、前記上り伝送機能は、下りデータに
対応する上りフィードバック機能、下りチャネル状態フィードバック機能、または上りデ
ータ伝送機能、のうちの少なくとも1つを含み、前記下り伝送機能は、上りデータに対応
する下りフィードバック機能、上りチャネル状態フィードバック機能、または下りデータ
伝送機能、のうちの少なくとも1つを含み、前記プライマリ・コア・キャリアは、システ
ムメッセージ伝達機能、ページングメッセージ伝達機能、半静的スケジューリングパラメ
ータ構成機能、キャンピング参照機能、または暗号化参照機能、のうちの少なくとも1つ
の機能を有する、
　ネットワークデバイス。
【請求項２５】
　前記ネットワークデバイスは、
　前記構成部が前記ユーザ機器UEのための前記キャリア・アグリゲーション・モデルを構
成する前に、前記複数のコンポーネントキャリアの中の前記上り伝送機能および前記下り
伝送機能を有するコンポーネントキャリアを前記コアキャリアとして決定する、ように構
成された、決定部
　をさらに含む、請求項24に記載のネットワークデバイス。
【請求項２６】
　前記複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、
　前記決定部は、前記構成部が前記ユーザ機器UEのための前記キャリア・アグリゲーショ
ン・モデルを構成した後で、前記プライマリ・コア・キャリアを変更することを決定し、
前記少なくとも2つのコアキャリアの中の前記プライマリ・コア・キャリア以外のコアキ
ャリアであるセカンダリ・コア・キャリアの中から新しいプライマリ・コア・キャリアを
決定する、ようにさらに構成されており、
　前記ネットワークデバイスは、
　前記UEが前記プライマリ・コア・キャリアを前記新しいプライマリ・コア・キャリアに
変更するように、前記UEにプライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージを送信するよ
うに構成された送信部であって、前記プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージは
前記UEに前記プライマリ・コア・キャリアを変更するよう命令するのに用いられる、前記
送信部、
　をさらに含む、請求項24または25に記載のネットワークデバイス。
【請求項２７】
　前記送信部は、
　物理層シグナリングまたは媒体アクセス制御MAC層シグナリングを用いて前記UEに前記
プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージを送信する、
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　ように特に構成されている、請求項26に記載のネットワークデバイス。
【請求項２８】
　前記決定部は、前記送信部が前記UEに前記プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセ
ージを送信した後で、前記UEがトリガしたランダム・アクセス・チャネルRACH手順に従っ
て、前記UEの前記プライマリ・コア・キャリアが正常に変更されたと判定する、ようにさ
らに構成されている、請求項26または27に記載のネットワークデバイス。
【請求項２９】
　前記プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージは専用プリアンブルシーケンスを
含む、請求項26または27に記載のネットワークデバイス。
【請求項３０】
　前記決定部は、前記送信部が前記UEに前記プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセ
ージを送信した後で、前記専用プリアンブルシーケンスを用い、前記新しいプライマリ・
コア・キャリアに対応する上りキャリアに基づいて前記UEがトリガしたRACH手順に従って
、前記UEの前記プライマリ・コア・キャリアが正常に変更されたと判定する、ようにさら
に構成されている、請求項29に記載のネットワークデバイス。
【請求項３１】
　前記複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、前記
ネットワークデバイスは、
　前記構成部が前記ユーザ機器UEのための前記キャリア・アグリゲーション・モデルを構
成した後で、前記UEの前記プライマリ・コア・キャリアが変更されたという通知を受信す
る、ように構成された、受信部、
　をさらに含む、請求項24または25に記載のネットワークデバイス。
【請求項３２】
　前記受信部は、
　新しいプライマリ・コア・キャリアに対応する上りキャリアに基づいて前記UEがトリガ
したRACH手順を受信する、
　ように特に構成されており、
　前記決定部は、前記受信部が、前記UEの前記プライマリ・コア・キャリアが変更された
という前記通知を受信した後で、前記RACH手順に従って、前記プライマリ・コア・キャリ
アが変更されたと判定する、ようにさらに構成されている、請求項31に記載のネットワー
クデバイス。
【請求項３３】
　前記受信部は、
　前記ネットワークデバイスに前記プライマリ・コア・キャリアが変更されたことを通知
するのに用いられる、前記UEが送信した上りメッセージを受信する、
　ように特に構成されており、
　前記決定部は、前記受信部が、前記UEの前記プライマリ・コア・キャリアが変更された
という前記通知を受信した後で、前記受信部が受信した前記上りメッセージに従って、前
記プライマリ・コア・キャリアが変更されたと判定する、ようにさらに構成されている、
請求項31に記載のネットワークデバイス。
【請求項３４】
　前記受信部は、
　スケジューリング要求SR機能をサポートしている1つのセカンダリ・コア・キャリアに
基づいて前記UEが送信したSRを受信し、
　前記UEに上りリソースを割り振り、
　前記上りリソースを用いて前記UEが送信した前記上りメッセージを受信する、
　ように特に構成されている、請求項33に記載のネットワークデバイス。
【請求項３５】
　前記複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、
　前記構成部は、前記ユーザ機器UEのためのキャリア・アグリゲーション・モデルを構成
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した後で、前記UEの測定イベントを構成する、ようにさらに構成されており、前記測定イ
ベントは、近隣のセルの信号品質または信号強度が前記コアキャリアのいずれか1つに対
応するセルの信号品質または信号強度より大きい場合、前記UEに、前記ネットワークデバ
イスに測定報告を報告するよう命令するのに用いられる、請求項24または25に記載のネッ
トワークデバイス。
【請求項３６】
　ネットワークデバイスが送信したキャリア・アグリゲーション・モデルを受信するよう
に構成された、受信部と、
　前記受信部が受信した前記キャリア・アグリゲーション・モデルに従って前記ネットワ
ークデバイスとデータ伝送を行うように構成された、送信部と、
　を含み、
　前記キャリア・アグリゲーション・モデルは複数のコンポーネントキャリアを含み、前
記複数のコンポーネントキャリアは少なくとも1つのコアキャリアを含み、前記少なくと
も1つのコアキャリアは少なくとも1つのプライマリ・コア・キャリアを含み、前記コアキ
ャリアは、上り伝送機能および下り伝送機能を有し、前記上り伝送機能は、下りデータに
対応する上りフィードバック機能、下りチャネル状態フィードバック機能、または上りデ
ータ伝送機能、のうちの少なくとも1つを含み、前記下り伝送機能は、上りデータに対応
する下りフィードバック機能、上りチャネル状態フィードバック機能、または下りデータ
伝送機能、のうちの少なくとも1つを含み、前記プライマリ・コア・キャリアは、システ
ムメッセージ伝達機能、ページングメッセージ伝達機能、半静的スケジューリングパラメ
ータ構成機能、キャンピング参照機能、または暗号化参照機能、のうちの少なくとも1つ
の機能を有する、
　ユーザ機器。
【請求項３７】
　前記複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、
　前記受信部は、ネットワークデバイスが送信したキャリア・アグリゲーション・モデル
を受信した後で、前記ネットワークデバイスが送信したプライマリ・コア・キャリア変更
通知メッセージを受信する、ようにさらに構成されており、
　前記ユーザ機器は、
　前記受信部が受信した前記プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージに従って、
前記プライマリ・コア・キャリアを新しいプライマリ・コア・キャリアに変更するように
構成された、変更部、
　をさらに含む、請求項36に記載のユーザ機器。
【請求項３８】
　前記ユーザ機器は、
　前記変更部が、前記プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージに従って前記プラ
イマリ・コア・キャリアを前記新しいプライマリ・コア・キャリアに変更した後で、前記
ネットワークデバイスが、ランダム・アクセス・チャネルRACH手順に従って、前記プライ
マリ・コア・キャリアが正常に変更されたと判定するように、前記RACH手順をトリガする
、ように構成された、トリガ部、
　をさらに含む、請求項37に記載のユーザ機器。
【請求項３９】
　前記プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージは専用プリアンブルシーケンスを
含み、
　前記トリガ部は、前記変更部が、前記プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージ
に従って前記プライマリ・コア・キャリアを前記新しいプライマリ・コア・キャリアに変
更した後で、前記ネットワークデバイスが、専用プリアンブルシーケンスに従って、前記
プライマリ・コア・キャリアが正常に変更されたと判定するように、前記専用プリアンブ
ルシーケンスを用い、前記新しいプライマリ・コア・キャリアに対応する上りキャリアに
基づいてRACH手順をトリガする、ようにさらに構成されている、請求項37に記載のユーザ
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機器。
【請求項４０】
　前記複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、前記
ユーザ機器は、
　前記受信部が、前記ネットワークデバイスが送信した前記キャリア・アグリゲーション
・モデルを受信した後で、前記プライマリ・コア・キャリアを変更することを決定し、前
記少なくとも2つのコアキャリアの中の前記プライマリ・コア・キャリア以外のコアキャ
リアであるセカンダリ・コア・キャリアの中から新しいプライマリ・コア・キャリアを決
定する、ように構成された、決定部と、
　前記ネットワークデバイスに、前記プライマリ・コア・キャリアが変更されたことを通
知する、ように構成された、通知部と、
　をさらに含む、請求項36に記載のユーザ機器。
【請求項４１】
　前記通知部は、
　前記ネットワークデバイスが、RACH手順に従って、前記プライマリ・コア・キャリアが
変更されたと判定するように、前記新しいプライマリ・コア・キャリアに対応する上りキ
ャリアに基づいて、前記RACH手順をトリガする、
　ように特に構成されている、請求項40に記載のユーザ機器。
【請求項４２】
　前記通知部は、
　前記ネットワークデバイスが、前記ネットワークデバイスに前記プライマリ・コア・キ
ャリアが変更されたことを通知するのに用いられる上りメッセージに従って、前記プライ
マリ・コア・キャリアが変更されたと判定するように、前記ネットワークデバイスに前記
上りメッセージを送信する、
　ように特に構成されている、請求項40に記載のユーザ機器。
【請求項４３】
　前記通知部は、
　スケジューリング要求SR機能をサポートしている1つのセカンダリ・コア・キャリアに
基づいて、前記ネットワークデバイスにSRを送信し、
　前記ネットワークデバイスが前記UEに割り振った上りリソースを受信し、
　前記上りリソースを用いて前記ネットワークデバイスに前記上りメッセージを送信する
、
　ように特に構成されている、請求項42に記載のユーザ機器。
【請求項４４】
　前記決定部は、
　プライマリ・コア・リンクに障害が発生したと判定したときに、前記プライマリ・コア
・キャリアを変更することを決定する、
　ように特に構成されている、請求項40から43のいずれか一項に記載のユーザ機器。
【請求項４５】
　前記決定部は、
　事前設定規則に従って前記セカンダリ・コア・キャリアの中から前記新しいプライマリ
・コア・キャリアを決定する、
　ように特に構成されており、
　前記事前設定規則は、事前設定順序、前記セカンダリ・コア・キャリアに基づいて送信
される信号の品質、または前記セカンダリ・コア・キャリアに対応するセル識別情報のう
ちの少なくとも1つを含む、請求項40から44のいずれか一項に記載のユーザ機器。
【請求項４６】
　前記複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、
　前記受信部は、ネットワークデバイスが送信したキャリア・アグリゲーション・モデル
を受信した後で、前記ネットワークデバイスが送信した測定イベントを受信する、ように
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さらに構成されており、
　前記決定部は、近隣のセルの信号品質または信号強度が前記コアキャリアのいずれか1
つに対応するセルの信号品質または信号強度より大きい場合、前記受信部が受信した前記
測定イベントに従って、前記ネットワークデバイスに測定報告を報告することを決定する
、ようにさらに構成されている、請求項36に記載のユーザ機器。
【請求項４７】
　ユーザ機器UEがキャリア・アグリゲーション・モデルに従ってネットワークデバイスと
のデータ伝送を行うように、前記UEのための前記キャリア・アグリゲーション・モデルを
構成するように構成される、プロセッサ、
　を含み、
　前記キャリア・アグリゲーション・モデルは複数のコンポーネントキャリアを含み、前
記複数のコンポーネントキャリアは少なくとも1つのコアキャリアを含み、前記少なくと
も1つのコアキャリアは少なくとも1つのプライマリ・コア・キャリアを含み、前記コアキ
ャリアは、上り伝送機能および下り伝送機能を有し、前記上り伝送機能は、下りデータに
対応する上りフィードバック機能、下りチャネル状態フィードバック機能、または上りデ
ータ伝送機能、のうちの少なくとも1つを含み、前記下り伝送機能は、上りデータに対応
する下りフィードバック機能、上りチャネル状態フィードバック機能、または下りデータ
伝送機能、のうちの少なくとも1つを含み、前記プライマリ・コア・キャリアは、システ
ムメッセージ伝達機能、ページングメッセージ伝達機能、半静的スケジューリングパラメ
ータ構成機能、キャンピング参照機能、または暗号化参照機能、のうちの少なくとも1つ
の機能を有する、
　ネットワークデバイス。
【請求項４８】
　前記プロセッサは、前記ユーザ機器UEのための前記キャリア・アグリゲーション・モデ
ルを構成する前に、前記複数のコンポーネントキャリアの中の前記上り伝送機能および前
記下り伝送機能を有するコンポーネントキャリアを前記コアキャリアとして決定する、よ
うにさらに構成される、
　請求項47に記載のネットワークデバイス。
【請求項４９】
　前記複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、
　前記プロセッサは、ユーザ機器UEのためのキャリア・アグリゲーション・モデルを構成
した後で、前記プライマリ・コア・キャリアを変更することを決定し、前記少なくとも2
つのコアキャリアの中の前記プライマリ・コア・キャリア以外のコアキャリアであるセカ
ンダリ・コア・キャリアの中から新しいプライマリ・コア・キャリアを決定する、ように
さらに構成され、
　前記ネットワークデバイスは、
　前記UEが前記プライマリ・コア・キャリアを前記新しいプライマリ・コア・キャリアに
変更するように、前記UEにプライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージを送信するよ
うに構成される送信機であって、前記プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージは
前記UEに前記プライマリ・コア・キャリアを変更するよう命令するのに用いられる、前記
送信機、
　をさらに含む、請求項47または48に記載のネットワークデバイス。
【請求項５０】
　前記送信機は、
　物理層シグナリングまたは媒体アクセス制御MAC層シグナリングを用いて前記UEに前記
プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージを送信する、
　ように特に構成される、請求項49に記載のネットワークデバイス。
【請求項５１】
　前記プロセッサは、前記送信機が前記UEに前記プライマリ・コア・キャリア変更通知メ
ッセージを送信した後で、前記UEがトリガしたランダム・アクセス・チャネルRACH手順に
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従って、前記UEの前記プライマリ・コア・キャリアが正常に変更されたと判定する、よう
にさらに構成される、
　請求項49または50に記載のネットワークデバイス。
【請求項５２】
　前記プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージは専用プリアンブルシーケンスを
含む、請求項49または50に記載のネットワークデバイス。
【請求項５３】
　前記プロセッサは、前記送信機が前記UEに前記プライマリ・コア・キャリア変更通知メ
ッセージを送信した後で、前記専用プリアンブルシーケンスを用い、前記新しいプライマ
リ・コア・キャリアに対応する上りキャリアに基づいて前記UEがトリガしたRACH手順に従
って、前記UEの前記プライマリ・コア・キャリアが正常に変更されたと判定する、ように
さらに構成される、請求項52に記載のネットワークデバイス。
【請求項５４】
　前記複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、前記
ネットワークデバイスは、
　前記プロセッサが前記ユーザ機器UEのための前記キャリア・アグリゲーション・モデル
を構成した後で、前記UEの前記プライマリ・コア・キャリアが変更されたという通知を受
信する、ように構成される、受信機
　をさらに含む、請求項47または48に記載のネットワークデバイス。
【請求項５５】
　前記受信機は、
　新しいプライマリ・コア・キャリアに対応する上りキャリアに基づいて前記UEがトリガ
したRACH手順を受信する、
　ように特に構成され、
　前記プロセッサは、前記受信機が、前記UEの前記プライマリ・コア・キャリアが変更さ
れたという前記通知を受信した後で、前記RACH手順に従って、前記プライマリ・コア・キ
ャリアが変更されたと判定する、ようにさらに構成される、請求項54に記載のネットワー
クデバイス。
【請求項５６】
　前記受信機は、
　前記ネットワークデバイスに前記プライマリ・コア・キャリアが変更されたことを通知
するのに用いられる、前記UEが送信した上りメッセージを受信する、
　ように特に構成され、
　前記プロセッサは、前記受信機が、前記UEの前記プライマリ・コア・キャリアが変更さ
れたという前記通知を受信した後で、前記受信機が受信した前記上りメッセージに従って
、前記プライマリ・コア・キャリアが変更されたと判定する、ようにさらに構成される、
請求項54に記載のネットワークデバイス。
【請求項５７】
　前記受信機は、
　スケジューリング要求SR機能をサポートしている1つのセカンダリ・コア・キャリアに
基づいて前記UEが送信したSRを受信し、
　前記UEに上りリソースを割り振り、
　前記上りリソースを用いて前記UEが送信した前記上りメッセージを受信する、
　ように特に構成される、請求項56に記載のネットワークデバイス。
【請求項５８】
　前記複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、
　前記プロセッサは、ユーザ機器UEのためのキャリア・アグリゲーション・モデルを構成
した後で、前記UEの測定イベントを構成する、ようにさらに構成され、前記測定イベント
は、近隣のセルの信号品質または信号強度が前記コアキャリアのいずれか1つに対応する
セルの信号品質または信号強度より大きい場合、前記UEに、前記ネットワークデバイスに
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測定報告を報告するよう命令するのに用いられる、請求項47または48に記載のネットワー
クデバイス。
【請求項５９】
　ネットワークデバイスが送信したキャリア・アグリゲーション・モデルを受信するよう
に構成される、受信機と、
　前記受信機が受信した前記キャリア・アグリゲーション・モデルに従って前記ネットワ
ークデバイスとデータ伝送を行うように構成される、送信機と、
　を含み、
　前記キャリア・アグリゲーション・モデルは複数のコンポーネントキャリアを含み、前
記複数のコンポーネントキャリアは少なくとも1つのコアキャリアを含み、前記少なくと
も1つのコアキャリアは少なくとも1つのプライマリ・コア・キャリアを含み、前記コアキ
ャリアは、上り伝送機能および下り伝送機能を有し、前記上り伝送機能は、下りデータに
対応する上りフィードバック機能、下りチャネル状態フィードバック機能、または上りデ
ータ伝送機能、のうちの少なくとも1つを含み、前記下り伝送機能は、上りデータに対応
する下りフィードバック機能、上りチャネル状態フィードバック機能、または下りデータ
伝送機能、のうちの少なくとも1つを含み、前記プライマリ・コア・キャリアは、システ
ムメッセージ伝達機能、ページングメッセージ伝達機能、半静的スケジューリングパラメ
ータ構成機能、キャンピング参照機能、または暗号化参照機能、のうちの少なくとも1つ
の機能を有する、
　ユーザ機器。
【請求項６０】
　前記複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、
　前記受信機は、ネットワークデバイスが送信したキャリア・アグリゲーション・モデル
を受信した後で、前記ネットワークデバイスが送信したプライマリ・コア・キャリア変更
通知メッセージを受信する、ようにさらに構成され、
　前記ユーザ機器は、
　前記受信機が受信した前記プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージに従って、
前記プライマリ・コア・キャリアを新しいプライマリ・コア・キャリアに変更するように
構成される、プロセッサ、
　をさらに含む、請求項59に記載のユーザ機器。
【請求項６１】
　前記プロセッサは、前記プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージに従って前記
プライマリ・コア・キャリアを新しいプライマリ・コア・キャリアに変更した後で、前記
ネットワークデバイスが、ランダム・アクセス・チャネルRACH手順に従って、前記プライ
マリ・コア・キャリアが正常に変更されたと判定するように、前記RACH手順をトリガする
、ようにさらに構成される、請求項60に記載のユーザ機器。
【請求項６２】
　前記プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージは専用プリアンブルシーケンスを
含み、
　前記プロセッサは、前記プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージに従って前記
プライマリ・コア・キャリアを新しいプライマリ・コア・キャリアに変更した後で、前記
ネットワークデバイスが、前記専用プリアンブルシーケンスに従って、前記プライマリ・
コア・キャリアが正常に変更されたと判定するように、前記専用プリアンブルシーケンス
を用い、前記新しいプライマリ・コア・キャリアに対応する上りキャリアに基づいてRACH
手順をトリガする、ようにさらに構成される、請求項60に記載のユーザ機器。
【請求項６３】
　前記複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、
　前記プロセッサは、前記受信機が、前記ネットワークデバイスが送信した前記キャリア
・アグリゲーション・モデルを受信した後で、前記プライマリ・コア・キャリアを変更す
ることを決定し、前記少なくとも2つのコアキャリアの中の前記プライマリ・コア・キャ
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リア以外のコアキャリアであるセカンダリ・コア・キャリアの中から新しいプライマリ・
コア・キャリアを決定する、ようにさらに構成され、
　前記送信機は、前記ネットワークデバイスに、前記プライマリ・コア・キャリアが変更
されたことを通知する、ようにさらに構成される、請求項59に記載のユーザ機器。
【請求項６４】
　前記送信機は、
　前記ネットワークデバイスが、RACH手順に従って、前記プライマリ・コア・キャリアが
変更されたと判定するように、前記新しいプライマリ・コア・キャリアに対応する上りキ
ャリアに基づいて、前記RACH手順をトリガする、
　ように特に構成される、請求項63に記載のユーザ機器。
【請求項６５】
　前記送信機は、
　前記ネットワークデバイスが、前記ネットワークデバイスに前記プライマリ・コア・キ
ャリアが変更されたことを通知するのに用いられる上りメッセージに従って、前記プライ
マリ・コア・キャリアが変更されたと判定するように、前記ネットワークデバイスに前記
上りメッセージを送信する、
　ように特に構成される、請求項63に記載のユーザ機器。
【請求項６６】
　前記送信機は、
　スケジューリング要求SR機能をサポートしている1つのセカンダリ・コア・キャリアに
基づいて、前記ネットワークデバイスにSRを送信し、
　前記ネットワークデバイスが前記UEに割り振った上りリソースを受信し、
　前記上りリソースを用いて前記ネットワークデバイスに前記上りメッセージを送信する
、
　ように特に構成される、請求項65に記載のユーザ機器。
【請求項６７】
　前記プロセッサは、
　プライマリ・コア・リンクに障害が発生したと判定したときに、前記プライマリ・コア
・キャリアを変更することを決定する、
　ように特に構成される、請求項63から66のいずれか一項に記載のユーザ機器。
【請求項６８】
　前記プロセッサは、
　事前設定規則に従って前記セカンダリ・コア・キャリアの中から前記新しいプライマリ
・コア・キャリアを決定する、
　ように特に構成され、
　前記事前設定規則は、事前設定順序、前記セカンダリ・コア・キャリアに基づいて送信
される信号の品質、または前記セカンダリ・コア・キャリアに対応するセル識別情報のう
ちの少なくとも1つを含む、請求項63から67のいずれか一項に記載のユーザ機器。
【請求項６９】
　前記複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、
　前記受信機は、ネットワークデバイスが送信したキャリア・アグリゲーション・モデル
を受信した後で、前記ネットワークデバイスが送信した測定イベントを受信する、ように
さらに構成され、
　前記プロセッサは、近隣のセルの信号品質または信号強度が前記コアキャリアのいずれ
か1つに対応するセルの信号品質または信号強度より大きい場合、前記受信機が受信した
前記測定イベントに従って、前記ネットワークデバイスに測定報告を報告することを決定
する、ようにさらに構成される、請求項59に記載のユーザ機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は通信の分野に関し、詳細には、キャリア構成方法およびデバイスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　移動通信技術においては、限られた周波数リソースがシステム性能の向上を妨げる大き
な要因である。モバイルユーザが急速に増加し、新しいサービスが効率的なデータ伝送を
必要としているため、スペクトル効率をいかに効果的に改善するかが業界で話題の研究テ
ーマとなっている。
【０００３】
　先行技術では、スペクトル効率を効果的に向上させるための方法の1つはキャリアアグ
リゲーション技術である。キャリアアグリゲーション技術とは、複数のコンポーネントキ
ャリアを同時に用いてユーザ機器（英語：User Equipment、略称：UE）にサービスを提供
することを意味する。UEにサービスを同時に提供する複数のコンポーネントキャリアにお
いては、一般に、1つのコンポーネントキャリアはプライマリ・コンポーネント・キャリ
アであり、その他のコンポーネントキャリアはセカンダリ・コンポーネント・キャリアで
ある。
【０００４】
　先行技術には少なくとも以下の問題がある。キャリアアグリゲーション技術には、プラ
イマリ・コンポーネント・キャリアとセカンダリ・コンポーネント・キャリアという2つ
の役割しかなく、セカンダリ・コンポーネント・キャリアにはそれ以外の役割が割り当て
られない。実際には、これらのセカンダリ・コンポーネント・キャリアは、その様々なベ
アラ機能に応じて重要度が異なる。例えば、ベアラ機能が良好なセカンダリ・コンポーネ
ント・キャリアは、ベアラ機能の劣ったセカンダリ・コンポーネント・キャリアよりも重
要度が高い。この場合、複数のコンポーネントキャリアをプライマリ・コンポーネント・
キャリアとセカンダリ・コンポーネント・キャリアに分割するだけでは、重要なセカンダ
リ・コンポーネント・キャリアを管理することができない。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、複数のコンポーネントキャリアをプライマリ・コンポーネント・キャリアと
セカンダリ・コンポーネント・キャリアに分割するだけでは重要なセカンダリ・コンポー
ネント・キャリアを管理することができないという問題を解決するために、キャリア構成
方法およびデバイスを提供する。
【０００６】
　前述の目的を達成するために、本発明では以下の技術的解決策を用いる。
【０００７】
　本発明の第1の態様によれば、キャリア構成方法が提供され、本方法は、
　ユーザ機器UEがキャリア・アグリゲーション・モデルに従ってネットワークデバイスと
のデータ伝送を行うように、UEのためのキャリア・アグリゲーション・モデルを構成する
ステップ、
　を含み、
　キャリア・アグリゲーション・モデルは複数のコンポーネントキャリアを含み、複数の
コンポーネントキャリアは少なくとも1つのコアキャリアを含み、少なくとも1つのコアキ
ャリアは少なくとも1つのプライマリ・コア・キャリアを含み、コアキャリアは、上り伝
送機能および下り伝送機能を有し、上り伝送機能は、下りデータに対応する上りフィード
バック機能、下りチャネル状態フィードバック機能、または上りデータ伝送機能、のうち
の少なくとも1つを含み、下り伝送機能は、上りデータに対応する下りフィードバック機
能、上りチャネル状態フィードバック機能、または下りデータ伝送機能、のうちの少なく
とも1つを含み、プライマリ・コア・キャリアは、システムメッセージ伝達機能、ページ
ングメッセージ伝達機能、半静的スケジューリングパラメータ構成機能、キャンピング参
照機能、または暗号化参照機能、のうちの少なくとも1つの機能を有する。
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【０００８】
　第1の態様に関連して、1つの可能な実施態様において、ユーザ機器UEのためのキャリア
・アグリゲーション・モデルを構成するステップの前に、本方法は、
　複数のコンポーネントキャリアの中の上り伝送機能および下り伝送機能を有するコンポ
ーネントキャリアをコアキャリアとして決定するステップ、
　をさらに含む。
【０００９】
　第1の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、複
数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、ユーザ機器UE
のためのキャリア・アグリゲーション・モデルを構成するステップの後に、本方法は、
　プライマリ・コア・キャリアを変更することを決定するステップと、
　セカンダリ・コア・キャリアの中から新しいプライマリ・コア・キャリアを決定するス
テップであって、セカンダリ・コア・キャリアは、少なくとも2つのコアキャリアの中の
プライマリ・コア・キャリア以外のコアキャリアである、ステップと、
　UEがプライマリ・コア・キャリアを新しいプライマリ・コア・キャリアに変更するよう
に、UEにプライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージを送信するステップであって、
プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージはUEにプライマリ・コア・キャリアを変
更するよう命令するのに用いられる、ステップと、
　をさらに含む。
【００１０】
　第1の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、UE
にプライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージを送信するステップは、
　物理層シグナリングまたは媒体アクセス制御MAC層シグナリングを用いてUEにプライマ
リ・コア・キャリア変更通知メッセージを送信するステップ、
　を含む。
【００１１】
　第1の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、UE
にプライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージを送信するステップの後に、本方法は
、
　UEがトリガしたランダム・アクセス・チャネルRACH手順に従って、UEのプライマリ・コ
ア・キャリアが正常に変更されたと判定するステップ、
　をさらに含む。
【００１２】
　第1の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、プ
ライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージは専用プリアンブルシーケンスを含む。
【００１３】
　第1の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、UE
にプライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージを送信するステップの後に、本方法は
、
　専用プリアンブルシーケンスを用い、新しいプライマリ・コア・キャリアに対応する上
りキャリアに基づいてUEがトリガしたRACH手順に従って、UEのプライマリ・コア・キャリ
アが正常に変更されたと判定するステップ、
　をさらに含む。
【００１４】
　第1の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、複
数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、ユーザ機器UE
のためのキャリア・アグリゲーション・モデルを構成するステップの後に、本方法は、
　UEのプライマリ・コア・キャリアが変更されたという通知を受信するステップ、
　をさらに含む。
【００１５】
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　第1の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、UE
のプライマリ・コア・キャリアが変更されたという通知を受信するステップは、
　新しいプライマリ・コア・キャリアに対応する上りキャリアに基づいてUEがトリガした
RACH手順を受信するステップ、
　を含み、
　UEのプライマリ・コア・キャリアが変更されたという通知を受信するステップの後に、
本方法は、
　RACH手順に従って、プライマリ・コア・キャリアが変更されたと判定するステップ、
　をさらに含む。
【００１６】
　第1の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、UE
のプライマリ・コア・キャリアが変更されたという通知を受信するステップは、
　UEが送信した上りメッセージを受信するステップであって、上りメッセージはネットワ
ークデバイスにプライマリ・コア・キャリアが変更されたことを通知するのに用いられる
、ステップ、
　を含み、
　UEのプライマリ・コア・キャリアが変更されたという通知を受信するステップの後に、
本方法は、
　上りメッセージに従って、プライマリ・コア・キャリアが変更されたと判定するステッ
プ、
　をさらに含む。
【００１７】
　第1の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、UE
が送信した上りメッセージを受信するステップは、
　スケジューリング要求SR機能をサポートしている1つのセカンダリ・コア・キャリアに
基づいてUEが送信したSRを受信するステップと、
　UEに上りリソースを割り振るステップと、
　上りリソースを用いてUEが送信した上りメッセージを受信するステップと、
　を含む。
【００１８】
　第1の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、複
数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、ユーザ機器UE
のためのキャリア・アグリゲーション・モデルを構成するステップの後に、本方法は、
　UEの測定イベントを構成するステップであって、測定イベントは、近隣のセルの信号品
質または信号強度がコアキャリアのいずれか1つに対応するセルの信号品質または信号強
度より大きい場合、UEに、ネットワークデバイスに測定報告を報告するよう命令するのに
用いられる、ステップ、
　をさらに含む。
【００１９】
　本発明の第2の態様によれば、キャリア構成方法が提供され、本方法は、
　ネットワークデバイスが送信したキャリア・アグリゲーション・モデルを受信するステ
ップと、
　キャリア・アグリゲーション・モデルに従ってネットワークデバイスとデータ伝送を行
うステップと、
　を含み、
　キャリア・アグリゲーション・モデルは複数のコンポーネントキャリアを含み、複数の
コンポーネントキャリアは少なくとも1つのコアキャリアを含み、少なくとも1つのコアキ
ャリアは少なくとも1つのプライマリ・コア・キャリアを含み、コアキャリアは、上り伝
送機能および下り伝送機能を有し、上り伝送機能は、下りデータに対応する上りフィード
バック機能、下りチャネル状態フィードバック機能、または上りデータ伝送機能、のうち
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の少なくとも1つを含み、下り伝送機能は、上りデータに対応する下りフィードバック機
能、上りチャネル状態フィードバック機能、または下りデータ伝送機能、のうちの少なく
とも1つを含み、プライマリ・コア・キャリアは、システムメッセージ伝達機能、ページ
ングメッセージ伝達機能、半静的スケジューリングパラメータ構成機能、キャンピング参
照機能、または暗号化参照機能、のうちの少なくとも1つの機能を有する。
【００２０】
　第2の態様に関連して、1つの可能な実施態様において、複数のコンポーネントキャリア
が少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、ネットワークデバイスが送信したキャリア
・アグリゲーション・モデルを受信するステップの後に、本方法は、
　ネットワークデバイスが送信したプライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージを受
信するステップと、
　プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージに従ってプライマリ・コア・キャリア
を新しいプライマリ・コア・キャリアに変更するステップと、
　をさらに含む。
【００２１】
　第2の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、プ
ライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージに従ってプライマリ・コア・キャリアを新
しいプライマリ・コア・キャリアに変更するステップの後に、本方法は、
　ネットワークデバイスが、ランダム・アクセス・チャネルRACH手順に従って、プライマ
リ・コア・キャリアが正常に変更されたと判定するように、RACH手順をトリガするステッ
プ、
　をさらに含む。
【００２２】
　第2の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、プ
ライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージは専用プリアンブルシーケンスを含み、
　プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージに従ってプライマリ・コア・キャリア
を新しいプライマリ・コア・キャリアに変更するステップの後に、本方法は、
　ネットワークデバイスが、専用プリアンブルシーケンスに従って、プライマリ・コア・
キャリアが正常に変更されたと判定するように、専用プリアンブルシーケンスを用い、新
しいプライマリ・コア・キャリアに対応する上りキャリアに基づいてRACH手順をトリガす
るステップ、
　をさらに含む。
【００２３】
　第2の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、複
数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、ネットワーク
デバイスが送信したキャリア・アグリゲーション・モデルを受信するステップの後に、本
方法は、
　プライマリ・コア・キャリアを変更することを決定するステップと、
　セカンダリ・コア・キャリアの中から新しいプライマリ・コア・キャリアを決定するス
テップであって、セカンダリ・コア・キャリアは、少なくとも2つのコアキャリアの中の
プライマリ・コア・キャリア以外のコアキャリアである、ステップと、
　ネットワークデバイスに、プライマリ・コア・キャリアが変更されたことを通知するス
テップと、
　をさらに含む。
【００２４】
　第2の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、ネ
ットワークデバイスに、プライマリ・コア・キャリアが変更されたことを通知するステッ
プは、
　ネットワークデバイスが、RACH手順に従って、プライマリ・コア・キャリアが変更され
たと判定するように、新しいプライマリ・コア・キャリアに対応する上りキャリアに基づ
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いて、RACH手順をトリガするステップ、
　を含む。
【００２５】
　第2の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、ネ
ットワークデバイスに、プライマリ・コア・キャリアが変更されたことを通知するステッ
プは、
　ネットワークデバイスが、上りメッセージに従って、プライマリ・コア・キャリアが変
更されたと判定するように、ネットワークデバイスに上りメッセージを送信するステップ
であって、上りメッセージはネットワークデバイスにプライマリ・コア・キャリアが変更
されたことを通知するのに用いられる、ステップ、
　を含む。
【００２６】
　第2の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、ネ
ットワークデバイスに上りメッセージを送信するステップは、
　スケジューリング要求SR機能をサポートしている1つのセカンダリ・コア・キャリアに
基づいて、ネットワークデバイスにSRを送信するステップと、
　ネットワークデバイスがUEに割り振った上りリソースを受信するステップと、
　上りリソースを用いてネットワークデバイスに上りメッセージを送信するステップと、
　を含む。
【００２７】
　第2の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、プ
ライマリ・コア・キャリアを変更することを決定するステップは、
　プライマリ・コア・リンクに障害が発生したと判定したときに、プライマリ・コア・キ
ャリアを変更することを決定するステップ、
　を含む。
【００２８】
　第2の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、セ
カンダリ・コア・キャリアの中から新しいプライマリ・コア・キャリアを決定するステッ
プは、
　事前設定規則に従ってセカンダリ・コア・キャリアの中から新しいプライマリ・コア・
キャリアを決定するステップ、
　を含み、
　事前設定規則は、事前設定順序、セカンダリ・コア・キャリアに基づいて送信される信
号の品質、またはセカンダリ・コア・キャリアに対応するセル識別情報のうちの少なくと
も1つを含む。
【００２９】
　第2の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、複
数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、ネットワーク
デバイスが送信したキャリア・アグリゲーション・モデルを受信するステップの後に、本
方法は、
　ネットワークデバイスが送信した測定イベントを受信するステップと、
　近隣のセルの信号品質または信号強度がコアキャリアのいずれか1つに対応するセルの
信号品質または信号強度より大きい場合、測定イベントに従って、ネットワークデバイス
に測定報告を報告することを決定するステップと、
　をさらに含む。
【００３０】
　本発明の第3の態様によれば、ネットワークデバイスが提供され、本ネットワークデバ
イスは、
　ユーザ機器UEがキャリア・アグリゲーション・モデルに従ってネットワークデバイスと
のデータ伝送を行うように、UEのためのキャリア・アグリゲーション・モデルを構成する
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ように構成された、構成部、
　を含み、
　キャリア・アグリゲーション・モデルは複数のコンポーネントキャリアを含み、複数の
コンポーネントキャリアは少なくとも1つのコアキャリアを含み、少なくとも1つのコアキ
ャリアは少なくとも1つのプライマリ・コア・キャリアを含み、コアキャリアは、上り伝
送機能および下り伝送機能を有し、上り伝送機能は、下りデータに対応する上りフィード
バック機能、下りチャネル状態フィードバック機能、または上りデータ伝送機能、のうち
の少なくとも1つを含み、下り伝送機能は、上りデータに対応する下りフィードバック機
能、上りチャネル状態フィードバック機能、または下りデータ伝送機能、のうちの少なく
とも1つを含み、プライマリ・コア・キャリアは、システムメッセージ伝達機能、ページ
ングメッセージ伝達機能、半静的スケジューリングパラメータ構成機能、キャンピング参
照機能、または暗号化参照機能、のうちの少なくとも1つの機能を有する。
【００３１】
　第3の態様に関連して、1つの可能な実施態様において、本ネットワークデバイスは、
　構成部がユーザ機器UEのためのキャリア・アグリゲーション・モデルを構成する前に、
複数のコンポーネントキャリアの中の上り伝送機能および下り伝送機能を有するコンポー
ネントキャリアをコアキャリアとして決定する、ように構成された、決定部
　をさらに含む。
【００３２】
　第3の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、複
数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、
　決定部は、構成部がユーザ機器UEのためのキャリア・アグリゲーション・モデルを構成
した後で、プライマリ・コア・キャリアを変更することを決定し、少なくとも2つのコア
キャリアの中のプライマリ・コア・キャリア以外のコアキャリアであるセカンダリ・コア
・キャリアの中から新しいプライマリ・コア・キャリアを決定する、ようにさらに構成さ
れており、
　本ネットワークデバイスは、
　UEがプライマリ・コア・キャリアを新しいプライマリ・コア・キャリアに変更するよう
に、UEにプライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージを送信するように構成された送
信部であって、プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージはUEにプライマリ・コア
・キャリアを変更するよう命令するのに用いられる、送信部、
　をさらに含む。
【００３３】
　第3の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、送
信部は、
　物理層シグナリングまたは媒体アクセス制御MAC層シグナリングを用いてUEにプライマ
リ・コア・キャリア変更通知メッセージを送信する、
　ように特に構成されている。
【００３４】
　第3の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、
　決定部は、送信部がUEにプライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージを送信した後
で、UEがトリガしたランダム・アクセス・チャネルRACH手順に従って、UEのプライマリ・
コア・キャリアが正常に変更されたと判定する、ようにさらに構成されている。
【００３５】
　第3の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、プ
ライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージは専用プリアンブルシーケンスを含む。
【００３６】
　第3の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、
　決定部は、送信部がUEにプライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージを送信した後
で、専用プリアンブルシーケンスを用い、新しいプライマリ・コア・キャリアに対応する
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上りキャリアに基づいてUEがトリガしたRACH手順に従って、UEのプライマリ・コア・キャ
リアが正常に変更されたと判定する、ようにさらに構成されている。
【００３７】
　第3の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、複
数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、本ネットワー
クデバイスは、
　構成部がユーザ機器UEのためのキャリア・アグリゲーション・モデルを構成した後で、
UEのプライマリ・コア・キャリアが変更されたという通知を受信する、ように構成された
、受信部
　をさらに含む。
【００３８】
　第3の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、受
信部は、
　新しいプライマリ・コア・キャリアに対応する上りキャリアに基づいてUEがトリガした
RACH手順を受信する、
　ように特に構成されており、
　決定部は、受信部が、UEのプライマリ・コア・キャリアが変更されたという通知を受信
した後で、RACH手順に従って、プライマリ・コア・キャリアが変更されたと判定する、よ
うにさらに構成されている。
【００３９】
　第3の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、受
信部は、
　ネットワークデバイスにプライマリ・コア・キャリアが変更されたことを通知するのに
用いられる、UEが送信した上りメッセージを受信する、
　ように特に構成されており、
　決定部は、受信部が、UEのプライマリ・コア・キャリアが変更されたという通知を受信
した後で、受信部が受信した上りメッセージに従って、プライマリ・コア・キャリアが変
更されたと判定する、ようにさらに構成されている。
【００４０】
　第3の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、受
信部は、
　スケジューリング要求SR機能をサポートしている1つのセカンダリ・コア・キャリアに
基づいてUEが送信したSRを受信し、
　UEに上りリソースを割り振り、
　上りリソースを用いてUEが送信した上りメッセージを受信する、
　ように特に構成されている。
【００４１】
　第3の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、複
数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、
　構成部は、ユーザ機器UEのためのキャリア・アグリゲーション・モデルを構成した後で
、UEの測定イベントを構成する、ようにさらに構成されており、測定イベントは、近隣の
セルの信号品質または信号強度がコアキャリアのいずれか1つに対応するセルの信号品質
または信号強度より大きい場合、UEに、ネットワークデバイスに測定報告を報告するよう
命令するのに用いられる。
【００４２】
　本発明の第4の態様によれば、ユーザ機器が提供され、本ユーザ機器は、
　ネットワークデバイスが送信したキャリア・アグリゲーション・モデルを受信するよう
に構成された、受信部と、
　受信部が受信したキャリア・アグリゲーション・モデルに従ってネットワークデバイス
とデータ伝送を行うように構成された、送信部と、
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　を含み、
　キャリア・アグリゲーション・モデルは複数のコンポーネントキャリアを含み、複数の
コンポーネントキャリアは少なくとも1つのコアキャリアを含み、少なくとも1つのコアキ
ャリアは少なくとも1つのプライマリ・コア・キャリアを含み、コアキャリアは、上り伝
送機能および下り伝送機能を有し、上り伝送機能は、下りデータに対応する上りフィード
バック機能、下りチャネル状態フィードバック機能、または上りデータ伝送機能、のうち
の少なくとも1つを含み、下り伝送機能は、上りデータに対応する下りフィードバック機
能、上りチャネル状態フィードバック機能、または下りデータ伝送機能、のうちの少なく
とも1つを含み、プライマリ・コア・キャリアは、システムメッセージ伝達機能、ページ
ングメッセージ伝達機能、半静的スケジューリングパラメータ構成機能、キャンピング参
照機能、または暗号化参照機能、のうちの少なくとも1つの機能を有する。
【００４３】
　第4の態様に関連して、1つの可能な実施態様において、複数のコンポーネントキャリア
が少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、
　受信部は、ネットワークデバイスが送信したキャリア・アグリゲーション・モデルを受
信した後で、ネットワークデバイスが送信したプライマリ・コア・キャリア変更通知メッ
セージを受信する、ようにさらに構成されており、
　本ユーザ機器は、
　受信部が受信したプライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージに従って、プライマ
リ・コア・キャリアを新しいプライマリ・コア・キャリアに変更するように構成された、
変更部、
　をさらに含む。
【００４４】
　第4の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、本
ユーザ機器は、
　変更部がプライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージに従ってプライマリ・コア・
キャリアを新しいプライマリ・コア・キャリアに変更した後で、ネットワークデバイスが
、ランダム・アクセス・チャネルRACH手順に従って、プライマリ・コア・キャリアが正常
に変更されたと判定するように、RACH手順をトリガする、ように構成された、トリガ部、
　をさらに含む。
【００４５】
　第4の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、プ
ライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージは専用プリアンブルシーケンスを含み、
　トリガ部は、変更部がプライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージに従ってプライ
マリ・コア・キャリアを新しいプライマリ・コア・キャリアに変更した後で、ネットワー
クデバイスが、専用プリアンブルシーケンスに従って、プライマリ・コア・キャリアが正
常に変更されたと判定するように、専用プリアンブルシーケンスを用い、新しいプライマ
リ・コア・キャリアに対応する上りキャリアに基づいてRACH手順をトリガする、ようにさ
らに構成されている。
【００４６】
　第4の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、複
数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、本ユーザ機器
は、
　受信部が、ネットワークデバイスが送信したキャリア・アグリゲーション・モデルを受
信した後で、プライマリ・コア・キャリアを変更することを決定し、少なくとも2つのコ
アキャリアの中のプライマリ・コア・キャリア以外のコアキャリアであるセカンダリ・コ
ア・キャリアの中から新しいプライマリ・コア・キャリアを決定する、ように構成された
、決定部と、
　ネットワークデバイスに、プライマリ・コア・キャリアが変更されたことを通知する、
ように構成された、通知部と、
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　をさらに含む。
【００４７】
　第4の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、通
知部は、
　ネットワークデバイスが、RACH手順に従って、プライマリ・コア・キャリアが変更され
たと判定するように、新しいプライマリ・コア・キャリアに対応する上りキャリアに基づ
いて、RACH手順をトリガする、
　ように特に構成されている。
【００４８】
　第4の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、通
知部は、
　ネットワークデバイスが、ネットワークデバイスにプライマリ・コア・キャリアが変更
されたことを通知するのに用いられる上りメッセージに従って、プライマリ・コア・キャ
リアが変更されたと判定するように、ネットワークデバイスに上りメッセージを送信する
、
　ように特に構成されている。
【００４９】
　第4の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、通
知部は、
　スケジューリング要求SR機能をサポートしている1つのセカンダリ・コア・キャリアに
基づいて、ネットワークデバイスにSRを送信し、
　ネットワークデバイスがUEに割り振った上りリソースを受信し、
　上りリソースを用いてネットワークデバイスに上りメッセージを送信する、
　ように特に構成されている。
【００５０】
　第4の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、決
定部は、
　プライマリ・コア・リンクに障害が発生したと判定したときに、プライマリ・コア・キ
ャリアを変更することを決定する、
　ように特に構成されている。
【００５１】
　第4の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、決
定部は、
　事前設定規則に従ってセカンダリ・コア・キャリアの中から新しいプライマリ・コア・
キャリアを決定する、
　ように特に構成されており、
　事前設定規則は、事前設定順序、セカンダリ・コア・キャリアに基づいて送信される信
号の品質、またはセカンダリ・コア・キャリアに対応するセル識別情報のうちの少なくと
も1つを含む。
【００５２】
　第4の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、複
数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、
　受信部は、ネットワークデバイスが送信したキャリア・アグリゲーション・モデルを受
信した後で、ネットワークデバイスが送信した測定イベントを受信する、ようにさらに構
成されており、
　決定部は、近隣のセルの信号品質または信号強度がコアキャリアのいずれか1つに対応
するセルの信号品質または信号強度より大きい場合、受信部が受信した測定イベントに従
って、ネットワークデバイスに測定報告を報告することを決定する、ようにさらに構成さ
れている。
【００５３】
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　本発明の第5の態様によれば、ネットワークデバイスが提供され、本ネットワークデバ
イスは、
　ユーザ機器UEがキャリア・アグリゲーション・モデルに従ってネットワークデバイスと
のデータ伝送を行うように、UEのためのキャリア・アグリゲーション・モデルを構成する
ように構成される、プロセッサ、
　を含み、
　キャリア・アグリゲーション・モデルは複数のコンポーネントキャリアを含み、複数の
コンポーネントキャリアは少なくとも1つのコアキャリアを含み、少なくとも1つのコアキ
ャリアは少なくとも1つのプライマリ・コア・キャリアを含み、コアキャリアは、上り伝
送機能および下り伝送機能を有し、上り伝送機能は、下りデータに対応する上りフィード
バック機能、下りチャネル状態フィードバック機能、または上りデータ伝送機能、のうち
の少なくとも1つを含み、下り伝送機能は、上りデータに対応する下りフィードバック機
能、上りチャネル状態フィードバック機能、または下りデータ伝送機能、のうちの少なく
とも1つを含み、プライマリ・コア・キャリアは、システムメッセージ伝達機能、ページ
ングメッセージ伝達機能、半静的スケジューリングパラメータ構成機能、キャンピング参
照機能、または暗号化参照機能、のうちの少なくとも1つの機能を有する。
【００５４】
　第5の態様に関連して、1つの可能な実施態様において、
　プロセッサは、ユーザ機器UEのためのキャリア・アグリゲーション・モデルを構成する
前に、複数のコンポーネントキャリアの中の上り伝送機能および下り伝送機能を有するコ
ンポーネントキャリアをコアキャリアとして決定する、ようにさらに構成される。
【００５５】
　第5の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、複
数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、
　プロセッサは、ユーザ機器UEのためのキャリア・アグリゲーション・モデルを構成した
後で、プライマリ・コア・キャリアを変更することを決定し、少なくとも2つのコアキャ
リアの中のプライマリ・コア・キャリア以外のコアキャリアであるセカンダリ・コア・キ
ャリアの中から新しいプライマリ・コア・キャリアを決定する、ようにさらに構成され、
　本ネットワークデバイスは、
　UEがプライマリ・コア・キャリアを新しいプライマリ・コア・キャリアに変更するよう
に、UEにプライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージを送信するように構成される送
信機であって、プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージはUEにプライマリ・コア
・キャリアを変更するよう命令するのに用いられる、送信機、
　をさらに含む。
【００５６】
　第5の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、送
信機は、
　物理層シグナリングまたは媒体アクセス制御MAC層シグナリングを用いてUEにプライマ
リ・コア・キャリア変更通知メッセージを送信する、
　ように特に構成される。
【００５７】
　第5の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、
　プロセッサは、送信機がUEにプライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージを送信し
た後で、UEがトリガしたランダム・アクセス・チャネルRACH手順に従って、UEのプライマ
リ・コア・キャリアが正常に変更されたと判定する、ようにさらに構成される。
【００５８】
　第5の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、プ
ライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージは専用プリアンブルシーケンスを含む。
【００５９】
　第5の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、
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　プロセッサは、送信機がUEにプライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージを送信し
た後で、専用プリアンブルシーケンスを用い、新しいプライマリ・コア・キャリアに対応
する上りキャリアに基づいてUEがトリガしたRACH手順に従って、UEのプライマリ・コア・
キャリアが正常に変更されたと判定する、ようにさらに構成される。
【００６０】
　第5の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、複
数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、本ネットワー
クデバイスは、
　プロセッサがユーザ機器UEのためのキャリア・アグリゲーション・モデルを構成した後
で、UEのプライマリ・コア・キャリアが変更されたという通知を受信する、ように構成さ
れる、受信機
　をさらに含む。
【００６１】
　第5の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、受
信機は、
　新しいプライマリ・コア・キャリアに対応する上りキャリアに基づいてUEがトリガした
RACH手順を受信する、
　ように特に構成され、
　プロセッサは、受信機が、UEのプライマリ・コア・キャリアが変更されたという通知を
受信した後で、RACH手順に従って、プライマリ・コア・キャリアが変更されたと判定する
、ようにさらに構成される。
【００６２】
　第5の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、受
信機は、
　ネットワークデバイスにプライマリ・コア・キャリアが変更されたことを通知するのに
用いられる、UEが送信した上りメッセージを受信する、
　ように特に構成され、
　プロセッサは、受信機が、UEのプライマリ・コア・キャリアが変更されたという通知を
受信した後で、受信機が受信した上りメッセージに従って、プライマリ・コア・キャリア
が変更されたと判定する、ようにさらに構成される。
【００６３】
　第5の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、受
信機は、
　スケジューリング要求SR機能をサポートしている1つのセカンダリ・コア・キャリアに
基づいてUEが送信したSRを受信し、
　UEに上りリソースを割り振り、
　上りリソースを用いてUEが送信した上りメッセージを受信する、
　ように特に構成される。
【００６４】
　第5の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、複
数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、
　プロセッサは、ユーザ機器UEのためのキャリア・アグリゲーション・モデルを構成した
後で、UEの測定イベントを構成する、ようにさらに構成され、測定イベントは、近隣のセ
ルの信号品質または信号強度がコアキャリアのいずれか1つに対応するセルの信号品質ま
たは信号強度より大きい場合、UEに、ネットワークデバイスに測定報告を報告するよう命
令するのに用いられる。
【００６５】
　本発明の第6の態様によれば、ユーザ機器が提供され、本ユーザ機器は、
　ネットワークデバイスが送信したキャリア・アグリゲーション・モデルを受信するよう
に構成される、受信機と、
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　受信機が受信したキャリア・アグリゲーション・モデルに従ってネットワークデバイス
とデータ伝送を行うように構成される、送信機と、
　を含み、
　キャリア・アグリゲーション・モデルは複数のコンポーネントキャリアを含み、複数の
コンポーネントキャリアは少なくとも1つのコアキャリアを含み、少なくとも1つのコアキ
ャリアは少なくとも1つのプライマリ・コア・キャリアを含み、コアキャリアは、上り伝
送機能および下り伝送機能を有し、上り伝送機能は、下りデータに対応する上りフィード
バック機能、下りチャネル状態フィードバック機能、または上りデータ伝送機能、のうち
の少なくとも1つを含み、下り伝送機能は、上りデータに対応する下りフィードバック機
能、上りチャネル状態フィードバック機能、または下りデータ伝送機能、のうちの少なく
とも1つを含み、プライマリ・コア・キャリアは、システムメッセージ伝達機能、ページ
ングメッセージ伝達機能、半静的スケジューリングパラメータ構成機能、キャンピング参
照機能、または暗号化参照機能、のうちの少なくとも1つの機能を有する。
【００６６】
　第6の態様に関連して、1つの可能な実施態様において、複数のコンポーネントキャリア
が少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、
　受信機は、ネットワークデバイスが送信したキャリア・アグリゲーション・モデルを受
信した後で、ネットワークデバイスが送信したプライマリ・コア・キャリア変更通知メッ
セージを受信する、ようにさらに構成され、
　本ユーザ機器は、
　受信機が受信したプライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージに従って、プライマ
リ・コア・キャリアを新しいプライマリ・コア・キャリアに変更するように構成される、
プロセッサ、
　をさらに含む。
【００６７】
　第6の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、
　プロセッサは、プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージに従ってプライマリ・
コア・キャリアを新しいプライマリ・コア・キャリアに変更した後で、ネットワークデバ
イスが、ランダム・アクセス・チャネルRACH手順に従って、プライマリ・コア・キャリア
が正常に変更されたと判定するように、RACH手順をトリガする、ようにさらに構成される
。
【００６８】
　第6の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、プ
ライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージは専用プリアンブルシーケンスを含み、
　プロセッサは、プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージに従ってプライマリ・
コア・キャリアを新しいプライマリ・コア・キャリアに変更した後で、ネットワークデバ
イスが、専用プリアンブルシーケンスに従って、プライマリ・コア・キャリアが正常に変
更されたと判定するように、専用プリアンブルシーケンスを用い、新しいプライマリ・コ
ア・キャリアに対応する上りキャリアに基づいてRACH手順をトリガする、ようにさらに構
成される。
【００６９】
　第6の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、複
数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、
　プロセッサは、受信機が、ネットワークデバイスが送信したキャリア・アグリゲーショ
ン・モデルを受信した後で、プライマリ・コア・キャリアを変更することを決定し、少な
くとも2つのコアキャリアの中のプライマリ・コア・キャリア以外のコアキャリアである
セカンダリ・コア・キャリアの中から新しいプライマリ・コア・キャリアを決定する、よ
うにさらに構成され、
　送信機は、ネットワークデバイスに、プライマリ・コア・キャリアが変更されたことを
通知する、ようにさらに構成される。
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【００７０】
　第6の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、送
信機は、
　ネットワークデバイスが、RACH手順に従って、プライマリ・コア・キャリアが変更され
たと判定するように、新しいプライマリ・コア・キャリアに対応する上りキャリアに基づ
いて、RACH手順をトリガする、
　ように特に構成される。
【００７１】
　第6の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、送
信機は、
　ネットワークデバイスが、ネットワークデバイスにプライマリ・コア・キャリアが変更
されたことを通知するのに用いられる上りメッセージに従って、プライマリ・コア・キャ
リアが変更されたと判定するように、ネットワークデバイスに上りメッセージを送信する
、
　ように特に構成される。
【００７２】
　第6の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、送
信機は、
　スケジューリング要求SR機能をサポートしている1つのセカンダリ・コア・キャリアに
基づいて、ネットワークデバイスにSRを送信し、
　ネットワークデバイスがUEに割り振った上りリソースを受信し、
　上りリソースを用いてネットワークデバイスに上りメッセージを送信する、
　ように特に構成される。
【００７３】
　第6の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、プ
ロセッサは、
　プライマリ・コア・リンクに障害が発生したと判定したときに、プライマリ・コア・キ
ャリアを変更することを決定する、
　ように特に構成される。
【００７４】
　第6の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、プ
ロセッサは、
　事前設定規則に従ってセカンダリ・コア・キャリアの中から新しいプライマリ・コア・
キャリアを決定する、
　ように特に構成され、
　事前設定規則は、事前設定順序、セカンダリ・コア・キャリアに基づいて送信される信
号の品質、またはセカンダリ・コア・キャリアに対応するセル識別情報のうちの少なくと
も1つを含む。
【００７５】
　第6の態様および前述の可能な実施態様に関連して、別の可能な実施態様において、複
数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、
　受信機は、ネットワークデバイスが送信したキャリア・アグリゲーション・モデルを受
信した後で、ネットワークデバイスが送信した測定イベントを受信する、ようにさらに構
成され、
　プロセッサは、近隣のセルの信号品質または信号強度がコアキャリアのいずれか1つに
対応するセルの信号品質または信号強度より大きい場合、受信機が受信した測定イベント
に従って、ネットワークデバイスに測定報告を報告することを決定する、ようにさらに構
成される。
【００７６】
　本発明で提供されるキャリア構成方法およびデバイスによれば、ネットワークデバイス
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は、UEがキャリア・アグリゲーション・モデルに従ってネットワークデバイスとのデータ
伝送を行うように、UEのためのキャリア・アグリゲーション・モデルを構成し、キャリア
・アグリゲーション・モデルは複数のコンポーネントキャリアを含み、複数のコンポーネ
ントキャリアは少なくとも1つのコアキャリアを含み、少なくとも1つのコアキャリアは少
なくとも1つのプライマリ・コア・キャリアを含む。UEのために少なくとも1つのコアキャ
リアを含むキャリア・アグリゲーション・モデルを構成することによって、普通のセカン
ダリ・コンポーネント・キャリアと重要なセカンダリ・コンポーネント・キャリアを区別
することができ、重要なセカンダリ・コンポーネント・キャリアもコアキャリアとして使
用される。これにより、重要なセカンダリ・コンポーネント・キャリアを管理することが
可能になるだけでなく、UEにより多くのコアキャリアの選択肢も提供される。
【００７７】
　本発明の実施形態における、または先行技術における技術的解決策をより明確に説明す
るために、以下で、各実施形態または先行技術を説明するのに必要な添付の図面について
簡単に記述する。明らかに、以下の説明の添付の図面は単に本発明の一部の実施形態を示
しているにすぎず、当業者は、これら添付の図面から難なく他の図面をさらに導出するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００７８】
【図１】本発明の実施形態によるキャリア構成方法の流れ図である。
【図２】本発明の別の実施形態によるキャリア構成方法の流れ図である。
【図３】本発明の別の実施形態によるキャリア構成方法の流れ図である。
【図４】本発明の別の実施形態による別のキャリア構成方法の流れ図である。
【図５】本発明の別の実施形態によるネットワークデバイスの概略構成図である。
【図６】本発明の別の実施形態による別のネットワークデバイスの概略構成図である。
【図７】本発明の別の実施形態による別のネットワークデバイスの概略構成図である。
【図８】本発明の別の実施形態による別のネットワークデバイスの概略構成図である。
【図９】本発明の別の実施形態によるユーザ機器の概略構成図である。
【図１０】本発明の別の実施形態による別のユーザ機器の概略構成図である。
【図１１】本発明の別の実施形態による別のユーザ機器の概略構成図である。
【図１２】本発明の別の実施形態によるネットワークデバイスの概略構成図である。
【図１３】本発明の別の実施形態によるユーザ機器の概略構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００７９】
　以下で、本発明の実施形態における添付の図面に関連して、本発明の実施形態における
技術的解決策を明確かつ十分に説明する。明らかに、説明される実施形態は本発明の実施
形態の全部ではなく一部にすぎない。本発明の実施形態に基づいて当業者により難なく得
られる他のすべての実施形態は、本発明の保護範囲内に含まれるものとする。
【００８０】
　本明細書に記載される技術は、例えば、現在の2Gおよび3G通信システムや次世代通信シ
ステム、例えば、モバイル通信用グローバルシステム（英語：Global System for Mobile
 communications、略称：GSM(登録商標)）、符号分割多元接続（英語：Code Division Mu
ltiple Access、略称：CDMA）システム、時分割多元接続（英語：Time Division Multipl
e Access、略称：TDMA）システム、広帯域符号分割多元接続（英語：Wideband Code Divi
sion Multiple Access Wireless、略称：WCDMA(登録商標)）システム、周波数分割多元接
続（Frequency Division Multiple Addressing、略称：FDMA）システム、直交周波数分割
多元接続（英語：Orthogonal Frequency－Division Multiple Access、略称：OFDMA）シ
ステム、シングルキャリアFDMA（SC－FDMA）システム、汎用パケット無線サービス（英語
：General Packet Radio Service、略称：GPRS）システム、ロング・ターム・エボルーシ
ョン（英語：Long Term Evolution、略称：LTE）システム、他の通信システムなど、様々
な通信システムに適用することができる。
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【００８１】
　本明細書では、端末および／または基地局および／または基地局ノードに関連して様々
な態様について説明する。
【００８２】
　ユーザ機器は無線端末であっても有線端末であってもよい。無線端末は、ユーザに音声
および／またはデータ接続を提供するデバイスであっても、無線接続機能を備えるハンド
ヘルドデバイスであっても、無線モデムに接続された別の処理装置であってもよい。無線
端末は無線アクセスネットワーク（英語：Radio Access Network、略称RAN）を用いて1つ
または複数のコアネットワークと通信してよい。無線端末は、携帯電話機（「セルラ」電
話機ともいう）や移動端末を備えるコンピュータといった移動端末であってよく、例えば
、無線アクセスネットワークと音声および／またはデータを交換する、携帯型、ポケット
サイズ、ハンドヘルド型、コンピュータ内蔵型、または車載型のモバイル装置とすること
ができる。例えば、無線端末は、パーソナル通信サービス（英語：Personal Communicati
on Service、略称：PCS）電話機、コードレス電話セット、セッション開始プロトコル（
英語：Session Initiation Protocol、略称：SIP）電話機、ワイヤレス・ローカル・ルー
プ（英語：Wireless Local Loop、略称：WLL）局、携帯情報端末（英語：Personal Digit
al Assistant、略称：PDA）といったデバイスとすることができる。また無線端末を、シ
ステム、加入者ユニット（Subscriber Unit）、加入者局（Subscriber Station）、移動
局（Mobile Station）、移動端末（Mobile）、リモート局（Remote Station）、アクセス
ポイント（Access Point）、リモート端末（Remote Terminal）、アクセス端末（Access 
Terminal）、ユーザ端末（User Terminal）、ユーザエージェント（User Agent）、ある
いはユーザ機器（User Equipment）と呼ぶこともある。
【００８３】
　基地局（例えばアクセスポイント）は、アクセスネットワークのエアインターフェース
上の1つまたは複数のセクタによって無線端末と通信するデバイスであってよい。基地局
は、受信した無線通信経由のフレームをIPパケットに変換し、または受信したIPパケット
を無線通信経由のフレームに変換し、無線端末とアクセスネットワークの残りの部分との
間のルータとして働くように構成されていてよく、アクセスネットワークの残りの部分は
インターネットプロトコル（英語：Internet Protocol、略称：IP）ネットワークを含ん
でいてよい。基地局はエアインターフェースの属性管理を調整することができる。例えば
、基地局は、GSMまたはCDMAにおける基地局（英語：Base Transceiver Station、略称：B
TS）であってもよく、WCDMAにおけるノードB（NodeB）であってもよく、LTEにおける進化
型ノードB（evolutional Node B、NodeB、eNB、またはe－NodeB）であってもよく、これ
については本出願では限定されない。
【００８４】
　加えて、「システム」という用語と「ネットワーク」という用語は本明細書では区別な
く用いられる場合がある。本明細書における「および／または」という用語は、関連付け
られる対象を記述する場合の結合関係を記述するにすぎず、3つの関係が存在しうること
を表す。例えば、Aおよび／またはBは、Aのみが存在する、AとBの両方が存在する、およ
びBのみが存在する、という3つの場合を表す。加えて、本明細書における文字「／」は一
般に、関連付けられる対象間の「または」の関係を示す。
【００８５】
　加えて、本明細書におけるネットワークデバイスとは、基地局であってもよく、基地局
コントローラであってもよく、ユーザ機器と通信する機能を有する別のネットワーク側デ
バイスであってもよい。
【００８６】
　本発明の一実施形態はキャリア構成方法を提供する。図1に示すように、本方法は以下
のステップを含む。
【００８７】
　101．ネットワークデバイスが、UEがキャリア・アグリゲーション・モデルに従ってネ
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ットワークデバイスとのデータ伝送を行うように、UEのためのキャリア・アグリゲーショ
ン・モデルを構成する。
【００８８】
　ネットワークデバイスがUEのために構成するキャリア・アグリゲーション・モデルは複
数のコンポーネントキャリアを含み、複数のコンポーネントキャリアは少なくとも1つの
コアキャリアを含み、少なくとも1つのコアキャリアは少なくとも1つのプライマリ・コア
・キャリアを含む。すなわち、キャリア・アグリゲーション・モデルに含まれる複数のコ
ンポーネントキャリアは、1つのコアキャリアを含む場合もあり、少なくとも2つのコアキ
ャリアを含む場合もある。加えて、複数のコンポーネントキャリアが1つのコアキャリア
を含む場合、コアキャリアはプライマリ・コア・キャリアであり、複数のコンポーネント
キャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、少なくとも2つのコアキャリアは少
なくとも1つのプライマリ・コア・キャリアを含むことができる。
【００８９】
　本発明の本実施形態のコアキャリアは、上り伝送機能および下り伝送機能を有する。上
り伝送機能は、下りデータに対応する上りフィードバック機能、下りチャネル状態フィー
ドバック機能、または上りデータ伝送機能、のうちの少なくとも1つを含む。下り伝送機
能は、上りデータに対応する下りフィードバック機能、上りチャネル状態フィードバック
機能、または下りデータ伝送機能、のうちの少なくとも1つを含む。非コアキャリア、す
なわち、キャリア・アグリゲーション・モデルに含まれる複数のコンポーネントキャリア
の中のコアキャリア以外のキャリアは、上り伝送機能および／または下り伝送機能を有す
る。本発明の本実施形態のプライマリ・コア・キャリアは、システムメッセージ伝達機能
、ページングメッセージ伝達機能、半静的スケジューリングパラメータ構成機能、キャン
ピング参照機能、または暗号化参照機能、のうちの少なくとも1つの機能を有する。具体
的には、キャンピング参照機能とは、UEがプライマリ・コア・キャリアに対応するセルに
キャンプオンし、位置更新を行うときに、プライマリ・コア・キャリアに対応するセルを
サービングセルとして用いて位置を報告することを意味する。暗号化参照機能とは、ネッ
トワークデバイスとUEとが、プライマリ・コア・キャリアに対応するサービングセルのセ
ル識別情報に従って暗号化を行うことを意味する。
【００９０】
　例えば、ネットワークデバイスがUEのために構成するキャリア・アグリゲーション・モ
デルは6つのコンポーネントキャリア、CC0、CC1、CC2、CC3、CC4、およびCC5を含む。CC0
とCC1はどちらもコアキャリアであり、各々、上り伝送機能および下り伝送機能を有する
。CC1はプライマリ・コア・キャリアである。残りのコンポーネントキャリア、CC2、CC3
、CC4、およびCC5はすべて非コアキャリアであり、上り伝送機能および／または下り伝送
機能を有する。この場合、ネットワークデバイスがUEのためのアグリゲーション・キャリ
ア・モデルを構成した後で、UEは、CC1に対応するセルにキャンプオンし、CC1に対応する
セルのシステムブロードキャストを読み取り、CC1に対応するセルからページングメッセ
ージなどを受信し、キャリアアグリゲーション技術を用い、CC0、CC1、CC2、CC3、CC4、
およびCC5に基づいてネットワークデバイスとデータ伝送を行うことができる。
【００９１】
　本発明の本実施形態で提供されるキャリア構成方法によれば、ネットワークデバイスは
、UEがキャリア・アグリゲーション・モデルに従ってネットワークデバイスとデータ伝送
を行うように、UEのためのキャリア・アグリゲーション・モデルを構成し、キャリア・ア
グリゲーション・モデルは複数のコンポーネントキャリアを含み、複数のコンポーネント
キャリアは少なくとも1つのコアキャリアを含み、少なくとも1つのコアキャリアは少なく
とも1つのプライマリ・コア・キャリアを含む。UEのために少なくとも1つのコアキャリア
を含むキャリア・アグリゲーション・モデルを構成することによって、普通のセカンダリ
・コンポーネント・キャリアと重要なセカンダリ・コンポーネント・キャリアを区別する
ことができ、重要なセカンダリ・コンポーネント・キャリアもコアキャリアとして使用さ
れる。これにより、重要なセカンダリ・コンポーネント・キャリアを管理することが可能
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になるだけでなく、UEにより多くのコアキャリアの選択肢も提供される。
【００９２】
　さらに、ステップ101を行う前に、ネットワークデバイスは、複数のコンポーネントキ
ャリアの中の上り伝送機能および下り伝送機能を有するコンポーネントキャリアをコアキ
ャリアとして決定することができる。
【００９３】
　ネットワークデバイスは、複数のコンポーネントキャリアに含まれる、上り伝送機能お
よび下り伝送機能を有するセカンダリ・コンポーネント・キャリア（セカンダリ・コンポ
ーネント・キャリアは、複数のコンポーネントキャリアの中のプライマリ・コンポーネン
ト・キャリア以外のコンポーネントキャリアであり、プライマリ・コンポーネント・キャ
リアは、本発明の本実施形態のコアキャリアのうちの1つでもあり、プライマリ・コンポ
ーネント・キャリアは事前に指定される）の中のコンポーネントキャリアを直接決定する
ことができる。
【００９４】
　当然ながら、上り伝送機能および下り伝送機能を有するコンポーネントキャリアを決定
した後で、さらに、ネットワークデバイスは、上り伝送機能および下り伝送機能を有する
コンポーネントキャリアの中から、そのチャネル品質が事前設定閾値より良好なコンポー
ネントキャリアをコアキャリアとして決定してもよく、または上り伝送機能および下り伝
送機能を有するコンポーネントキャリアの中から、そのチャネル品質が相対的に良好なコ
ンポーネントキャリアをコアキャリアとして決定してもよい。
【００９５】
　さらに、UEとネットワークデバイスとの間の通信の安定性を向上させるために、複数の
コンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、第1の可能な実施態
様において、ネットワークデバイスは、プライマリ・コア・キャリア変更を能動的にトリ
ガすることができる。具体的には、ステップ101の後で、ネットワークデバイスは、プラ
イマリ・コア・キャリアを変更することを決定し、セカンダリ・コア・キャリアの中から
新しいプライマリ・コア・キャリアを決定することができ、UEがプライマリ・コア・キャ
リアから新しいプライマリ・コア・キャリアに変更するように、UEにプライマリ・コア・
キャリア変更通知メッセージを送信することができる。
【００９６】
　ネットワークデバイスが、プライマリ・コア・キャリアを変更することを決定するステ
ップは、具体的には、ネットワークデバイスが、UEの測定報告に従って、セカンダリ・コ
ア・キャリアのチャネル品質が現在のプライマリ・コア・キャリアのチャネル品質より良
好であると判定した場合、プライマリ・コア・キャリアを変更することを決定するステッ
プであって、そのチャネル品質が、測定報告に従って、現在のプライマリ・コア・キャリ
アのチャネル品質より良好であると判定されたセカンダリ・コア・キャリアを、プライマ
リ・コア・キャリアとして更新するステップとすることができる、ステップ、またはネッ
トワークデバイスが、現在のプライマリ・コア・キャリアに対応するセルの負荷が相対的
に高いと判定した場合にプライマリ・コア・キャリアを変更することを決定するステップ
、を含んでいてよい。
【００９７】
　セカンダリ・コア・キャリアは、少なくとも2つのコアキャリアの中のプライマリ・コ
ア・キャリア以外のコアキャリアである。プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセー
ジは、UEに、プライマリ・コア・キャリアを変更するよう命令するのに用いられる。
【００９８】
　例えば、複数のコンポーネントキャリアが2つのコアキャリアを含む場合、ネットワー
クデバイスが、セカンダリ・コア・キャリアの中から新しいプライマリ・コア・キャリア
を決定するステップは、具体的には、ネットワークデバイスが直接、現在のプライマリ・
コア・キャリア以外のセカンダリ・コア・キャリアを新しいプライマリ・コア・キャリア
として用いるステップと、UEにプライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージを送信す
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るステップと、であってよい。このように、複数のコンポーネントキャリアは2つのコア
キャリアだけしか含まないため、ネットワークデバイスが送信したプライマリ・コア・キ
ャリア変更通知メッセージを受信した後で、UEは、2つのコアキャリアの中の現在のプラ
イマリ・コア・キャリア以外のセカンダリ・コア・キャリアを新しいプライマリ・コア・
キャリアとして変更することができる。複数のコンポーネントキャリアが3つ以上のコア
キャリアを含む場合、ネットワークデバイスが、セカンダリ・コア・キャリアの中から新
しいプライマリ・コア・キャリアを決定するステップは、具体的には、ネットワークデバ
イスが、セカンダリ・コア・キャリアのチャネル品質またはセカンダリ・コア・キャリア
に対応するセルの負荷状況に従ってセカンダリ・コア・キャリアの中から新しいプライマ
リ・コア・キャリアを決定するステップと、UEに、新しいプライマリ・コア・キャリアの
識別子を搬送するプライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージを送信するステップと
、であってよい。このように、ネットワークデバイスが送信したプライマリ・コア・キャ
リア変更通知メッセージを受信した後で、UEは、プライマリ・コア・キャリア変更通知メ
ッセージで搬送された識別子に従って、識別子に対応するセカンダリ・コア・キャリアを
新しいプライマリ・コア・キャリアとして変更することができる。
【００９９】
　さらに、ネットワークデバイスが、プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージを
送信するステップは、具体的には、ネットワークデバイスが、物理層シグナリングまたは
媒体アクセス制御MAC（英語：Medium Access Control、略称：MAC）層シグナリングを用
いてUEにプライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージを送信するステップ、であって
よい。
【０１００】
　例えば、物理層シグナリングは、物理制御チャネルコマンドであってよく、MACシグナ
リングは、MAC制御ユニットであってよい。
【０１０１】
　さらに、UEにプライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージを送信した後で、ネット
ワークデバイスは、UEがトリガしたランダム・アクセス・チャネル（英語：Random Acces
s channel、略称：RACH）手順に従って、UEのプライマリ・コア・キャリアが正常に変更
されたと判定することができる。
【０１０２】
　例えば、UEがトリガするRACH手順は、具体的には競合ベースのRACH手順であり、具体的
には以下の手順を含んでいてよい：UEは、プリアンブルシーケンスを決定し、ネットワー
クデバイスにプリアンブルシーケンスを送信する；ネットワークデバイスは、プリアンブ
ルシーケンスを受信した後でUEに確認応答情報を送信し、確認応答情報は、後続の伝送で
用いられるべき上り送信許可を指示し、かつ／またはUEの上り送信タイミングを調整する
のに用いられる；UEは、上り送信許可に従ってネットワークデバイスに、UEの識別子情報
を搬送する上りデータユニットを送信する；ネットワークデバイスは、UEの識別子情報を
搬送する上りデータユニットに従って、前に受信したプリアンブルシーケンスに対応する
UEを決定し、UEがネットワークデバイスは上りデータユニットを受信していると判定する
ように、UEに、送信許可またはUEの識別子を搬送する下りデータを送信する。ネットワー
クデバイスは、UEが送信した、UEの識別子を搬送する受信した上りデータユニットに従っ
て、UEのプライマリ・コア・キャリアは正常に変更されたと判定することができる。
【０１０３】
　さらに、ネットワークデバイスがUEに送信するプライマリ・コア・キャリア変更通知メ
ッセージは、専用プリアンブルシーケンスを含むことができる。
【０１０４】
　さらに、ネットワークデバイスがUEに送信したプライマリ・コア・キャリア変更通知メ
ッセージが専用プリアンブルシーケンス含む場合、UEにプライマリ・コア・キャリア変更
通知メッセージを送信した後で、ネットワークデバイスは、専用プリアンブルシーケンス
を用い、新しいプライマリ・コア・キャリアに対応する上りキャリアに基づいてUEがトリ
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ガしたRACH手順に従って、UEのプライマリ・コア・キャリアは正常に変更されたと判定す
ることができる。
【０１０５】
　例えば、専用プリアンブルシーケンスを用いてUEがトリガするRACH手順は、具体的には
、非競合ベースのRACH手順であり、具体的には、以下の手順を含んでいてよい：UEは、新
しいプライマリ・コア・キャリアに対応する上りキャリアに基づいて、ネットワークデバ
イスに専用プリアンブルシーケンスを送信する；専用プリアンブルシーケンスを受信した
後で、ネットワークデバイスはUEに確認応答情報を送信し、確認応答情報は、後続の伝送
で用いられるべき上り送信許可を指示し、かつ／またはUEの上り送信タイミングを調整す
るのに用いられる。ネットワークデバイスは、UEが送信した、受信した専用プリアンブル
シーケンスに従って、UEのプライマリ・コア・キャリアは正常に変更されたと判定するこ
とができる。
【０１０６】
　さらに、UEとネットワークデバイスとの間の通信の安定性を向上させるために、複数の
コンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、第2の可能な実施態
様において、UEは、プライマリ・コア・キャリア変更を能動的にトリガすることができる
。この場合、ステップ101の後で、ネットワークデバイスは、UEのプライマリ・コア・キ
ャリアが変更されたという通知を受信する。
【０１０７】
　さらに、1つの可能な実施態様において、ネットワークデバイスが、UEのプライマリ・
コア・キャリアが変更されたという通知を受信するステップは、具体的には、ネットワー
クデバイスが、新しいプライマリ・コア・キャリアに対応する上りキャリアに基づいてUE
がトリガしたRACH手順を受信するステップ、であってよい。このように、UEのプライマリ
・コア・キャリアが変更されたという通知を受信した後で、ネットワークデバイスは、RA
CH手順に従って、プライマリ・コア・キャリアが変更されたと判定することができる。
【０１０８】
　さらに、別の可能な実施態様において、ネットワークデバイスが、UEのプライマリ・コ
ア・キャリアが変更されたという通知を受信するステップは、具体的には、ネットワーク
デバイスが、UEが送信した上りメッセージを受信するステップであって、上りメッセージ
は、ネットワークデバイスに、プライマリ・コア・キャリアが変更されたことを通知する
のに用いられる、ステップ、であってよい。このように、UEのプライマリ・コア・キャリ
アが変更されたという通知を受信した後で、ネットワークデバイスは、上りメッセージに
従って、プライマリ・コア・キャリアが変更されたと判定することができる。
【０１０９】
　さらに、ネットワークデバイスが、UEが送信した上りメッセージを受信するステップは
、具体的には、ネットワークデバイスが、スケジューリング要求（英語：Scheduling Req
uest、略称：SR）機能をサポートしている1つのセカンダリ・コア・キャリアに基づいてU
Eが送信したSRを受信するステップと、UEに上りリソースを割り振るステップと、であっ
てよい。この場合、ネットワークデバイスは、UEに割り振られた上りリソースを用いてUE
が送信した上りメッセージを受信することができる。
【０１１０】
　さらに、複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、
ステップ101の後に、ネットワークデバイスは、UEの測定イベントを構成することができ
、測定イベントは、近隣のセルの信号品質または信号強度がコアキャリアのいずれか1つ
に対応するセルの信号品質または信号強度より大きい場合、UEに、ネットワークデバイス
に測定報告を報告するよう命令するのに用いられる。
【０１１１】
　基地局が送信した測定イベントを受信した後で、UEは、近隣のセルの信号品質または信
号強度を測定し、近隣のセルの信号品質または信号強度がコアキャリアのいずれか1つに
対応するセルの信号品質または信号強度より大きい場合、受信した測定イベントに従って
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、基地局に測定報告を報告することを決定することができ、測定報告は、基地局がコアキ
ャリアを変更する必要があるかどうか判定するための基礎として使用される。
【０１１２】
　本発明の別の実施形態はキャリア構成方法を提供する。図2に示すように、本方法は以
下のステップを含む。
【０１１３】
　201．UEが、ネットワークデバイスが送信したキャリア・アグリゲーション・モデルを
受信する。
【０１１４】
　キャリア・アグリゲーション・モデルは複数のコンポーネントキャリアを含んでいてよ
く、複数のコンポーネントキャリアは少なくとも1つのコアキャリアを含み、少なくとも1
つのコアキャリアは少なくとも1つのプライマリ・コア・キャリアを含む。
【０１１５】
　本発明の本実施形態のコアキャリアは、上り伝送機能および下り伝送機能を有する。上
り伝送機能は、下りデータに対応する上りフィードバック機能、下りチャネル状態フィー
ドバック機能、または上りデータ伝送機能、のうちの少なくとも1つを含む。下り伝送機
能は、上りデータに対応する下りフィードバック機能、上りチャネル状態フィードバック
機能、または下りデータ伝送機能、のうちの少なくとも1つを含む。非コアキャリア、す
なわち、キャリア・アグリゲーション・モデルに含まれる複数のコンポーネントキャリア
の中のコアキャリア以外のキャリアは、上り伝送機能および／または下り伝送機能を有す
る。本発明の本実施形態のプライマリ・コア・キャリアは、システムメッセージ伝達機能
、ページングメッセージ伝達機能、半静的スケジューリングパラメータ構成機能、キャン
ピング参照機能、または暗号化参照機能、のうちの少なくとも1つの機能を有する。具体
的には、キャンピング参照機能とは、UEがプライマリ・コア・キャリアに対応するセルに
キャンプオンし、位置更新を行うときに、プライマリ・コア・キャリアに対応するセルを
サービングセルとして用いて位置を報告することを意味する。暗号化参照機能とは、ネッ
トワークデバイスとUEとが、プライマリ・コア・キャリアに対応するサービングセルのセ
ル識別情報に従って暗号化を行うことを意味する。
【０１１６】
　202．UEは、キャリア・アグリゲーション・モデルに従ってネットワークデバイスとデ
ータ伝送を行う。
【０１１７】
　本発明の本実施形態で提供されるキャリア構成方法によれば、UEは、ネットワークデバ
イスが送信したキャリア・アグリゲーション・モデルを受信し、キャリア・アグリゲーシ
ョン・モデルに従ってネットワークデバイスとデータ伝送を行い、キャリア・アグリゲー
ション・モデルは複数のコンポーネントキャリアを含み、複数のコンポーネントキャリア
は少なくとも1つのコアキャリアを含み、少なくとも1つのコアキャリアは少なくとも1つ
のプライマリ・コア・キャリアを含む。UEのために少なくとも1つのコアキャリアを含む
キャリア・アグリゲーション・モデルを構成することによって、普通のセカンダリ・コン
ポーネント・キャリアと重要なセカンダリ・コンポーネント・キャリアを区別することが
でき、重要なセカンダリ・コンポーネント・キャリアもコアキャリアとして使用される。
これにより、重要なセカンダリ・コンポーネント・キャリアを管理することが可能になる
だけでなく、UEにより多くのコアキャリアの選択肢も提供される。
【０１１８】
　さらに、UEとネットワークデバイスとの間の通信の安定性を向上させるために、複数の
コンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、第1の可能な実施態
様において、ネットワークデバイスは、プライマリ・コア・キャリア変更を能動的にトリ
ガすることができる。具体的には、ステップ201の後に、UEは、ネットワークデバイスが
送信したプライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージを受信し、受信したプライマリ
・コア・キャリア変更通知メッセージに従ってプライマリ・コア・キャリアを新しいプラ
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イマリ・コア・キャリアに変更することができる。
【０１１９】
　任意選択で、UEは、物理層シグナリングまたはMAC層シグナリングを用いて、ネットワ
ークデバイスが送信したプライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージを受信すること
もできる。
【０１２０】
　さらに、ネットワークデバイスが、UEのプライマリ・コア・キャリアが正常に変更され
たことを知ることができるように、プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージに従
ってプライマリ・コア・キャリアを新しいプライマリ・コア・キャリアに変更した後で、
UEは、ネットワークデバイスが、RACH手順に従って、プライマリ・コア・キャリアが正常
に変更されたと判定するように、RACH手順をトリガすることができる。
【０１２１】
　さらに、ネットワークデバイスが送信し、UEが受信するプライマリ・コア・キャリア変
更通知メッセージは、専用プリアンブルシーケンスを含むことができる。
【０１２２】
　このシナリオでは、ネットワークデバイスが、UEのプライマリ・コア・キャリアが正常
に変更されたことを知ることができるように、プライマリ・コア・キャリア変更通知メッ
セージに従ってプライマリ・コア・キャリアを新しいプライマリ・コア・キャリアに変更
した後で、UEは、ネットワークデバイスが、専用プリアンブルシーケンスに従って、プラ
イマリ・コア・キャリアが正常に変更されたと判定するように、プライマリ・コア・キャ
リア変更通知メッセージに含まれる専用プリアンブルシーケンスを用い、新しいプライマ
リ・コア・キャリアに対応する上りキャリアに基づいて、RACH手順をトリガすることがで
きる。
【０１２３】
　さらに、UEとネットワークデバイスとの間の通信の安定性を向上させるために、複数の
コンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、第2の可能な実施態
様において、UEは、プライマリ・コア・キャリア変更を能動的にトリガすることができる
。具体的には、ステップ201の後に、UEは、プライマリ・コア・キャリアを変更すべきか
どうか判定することができ、UEがプライマリ・コア・キャリアを変更することを決定した
場合、UEは、セカンダリ・コア・キャリアの中から新しいプライマリ・コア・キャリアを
決定し、ネットワークデバイスに、プライマリ・コア・キャリアが変更されたことを通知
する。
【０１２４】
　UEが、プライマリ・コア・キャリアを変更すべきかどうか判定するステップは、具体的
には、UEが、現在のプライマリ・コア・キャリアに障害が発生し、またはセカンダリ・コ
ア・キャリアのチャネル品質が現在のプライマリ・コア・キャリアのチャネル品質より良
好であると判定するステップ、を含んでいてよい。プライマリ・コア・キャリアに障害が
発生したことは、プライマリ・コア・キャリアのチャネル品質が事前設定閾値より継続的
に低いことを含んでいてよい。
【０１２５】
　セカンダリ・コア・キャリアは、少なくとも2つのコアキャリアの中のプライマリ・コ
ア・キャリア以外のコアキャリアである。
【０１２６】
　例えば、複数のコンポーネントキャリアが2つのコアキャリアを含む場合、UEが、セカ
ンダリ・コア・キャリアの中から新しいプライマリ・コア・キャリアを決定するステップ
は、具体的には、UEが直接、2つのコアキャリアの中の現在のプライマリ・コア・キャリ
ア以外のセカンダリ・コア・キャリアを新しいプライマリ・コア・キャリアとして用いる
ステップと、ネットワークデバイスに、プライマリ・コア・キャリアが変更されたことを
通知するステップと、であってよい。複数のコンポーネントキャリアが3つ以上のコアキ
ャリアを含む場合、UEが、セカンダリ・コア・キャリアの中から新しいプライマリ・コア
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・キャリアを決定するステップは、具体的には、事前設定規則に従ってUEが、セカンダリ
・コア・キャリアの中から新しいプライマリ・コア・キャリアを決定するステップと、ネ
ットワークデバイスに、プライマリ・コア・キャリアが変更されたことを通知するステッ
プと、であってよい。
【０１２７】
　さらに、事前設定規則は、事前設定順序、セカンダリ・コア・キャリアに基づいて送信
される信号の品質、またはセカンダリ・コア・キャリアに対応するセル識別情報のうちの
少なくとも1つを含んでいてよい。
【０１２８】
　さらに、1つの可能な実施態様において、UEが、ネットワークデバイスに、プライマリ
・コア・キャリアが変更されたことを通知するステップは、具体的には、ネットワークデ
バイスが、RACH手順に従って、プライマリ・コア・キャリアが変更されたと判定するよう
に、新しいプライマリ・コア・キャリアに対応する上りキャリアに基づいてUEが、RACH手
順をトリガするステップ、であってよい。
【０１２９】
　さらに、別の可能な実施態様において、UEが、ネットワークデバイスに、プライマリ・
コア・キャリアが変更されたことを通知するステップは、具体的には、ネットワークデバ
イスが、上りメッセージに従って、プライマリ・コア・キャリアが変更されたと判定する
ように、UEが、ネットワークデバイスに上りメッセージを送信するステップ、であってよ
い。
【０１３０】
　上りメッセージは、ネットワークデバイスに、プライマリ・コア・キャリアが変更され
たことを通知するのに用いられる。
【０１３１】
　さらに、UEが、ネットワークデバイスに上りメッセージを送信するステップは、具体的
には、ネットワークデバイスがUEに上りリソースを割り振るように、SR機能をサポートし
ている1つのセカンダリ・コア・キャリアに基づいてUEが、ネットワークデバイスにSRを
送信するステップ、であってよい。この場合、UEは、ネットワークデバイスがUEに割り振
った上りリソースを受信し、上りリソースを用いてネットワークデバイスに上りメッセー
ジを送信することができる。
【０１３２】
　さらに、1つの可能な実施態様において、UEが、プライマリ・コア・キャリアを変更す
ることを決定するステップは、具体的には、プライマリ・コア・リンクに障害が発生した
と判定したときにUEが、プライマリ・コア・リンクを変更することを決定するステップ、
であってよい。
【０１３３】
　さらに、複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、
ステップ201の後に、UEは、ネットワークデバイスが送信した測定イベントを受信し、近
隣のセルの信号品質または信号強度がコアキャリアのいずれか1つに対応するセルの信号
品質または信号強度より大きい場合、測定イベントに従って、ネットワークデバイスに測
定報告を報告することを決定することができる。
【０１３４】
　本発明の別の実施形態はキャリア構成方法を提供する。ネットワークデバイスがUEのた
めに構成したキャリア・アグリゲーション・モデルが複数のコンポーネントキャリアを含
む場合、複数のコンポーネントキャリアは少なくとも2つのコアキャリアを含み、少なく
とも2つのコアキャリアは少なくとも1つのプライマリ・コア・キャリアを含み、UEとネッ
トワークデバイスとの間の通信の安定性を向上させるために、ネットワークデバイスまた
はUEは、現在のプライマリ・コア・キャリアに障害が発生した場合に、変更先のプライマ
リ・コア・キャリアを用いて通信を続けることができるように、プライマリ・コア・キャ
リア変更をトリガすることができる。当業者が理解しやすいように、本発明の具体的な実



(36) JP 2018-509119 A 2018.3.29

10

20

30

40

50

施プロセスを、本発明の様々な応用シナリオについて詳細に説明する。ネットワークデバ
イスが基地局である例を用いる。
【０１３５】
　第1の応用シナリオでは、基地局がプライマリ・コア・キャリア変更を能動的にトリガ
する。図3に示すように、本シナリオのキャリア構成方法は以下のステップを含む。
【０１３６】
　301．基地局が、複数のコンポーネントキャリアの中の上り伝送機能および下り伝送機
能を有するコンポーネントキャリアをコアキャリアとして決定し、UEのためのキャリア・
アグリゲーション・モデルを構成する。
【０１３７】
　302．UEは、基地局が送信したキャリア・アグリゲーション・モデルを受信する。
【０１３８】
　例えば、基地局がUEのために構成するキャリア・アグリゲーション・モデルは6つのコ
ンポーネントキャリア、CC0、CC1、CC2、CC3、CC4、およびCC5を含む。CC0、CC1、および
CC5はすべてコアキャリアであり、各々、上り伝送機能および下り伝送機能を有する。CC1
はプライマリ・コア・キャリアである。残りのコンポーネントキャリア、CC2、CC3、およ
びCC4はすべて非コアキャリアであり、上り伝送機能および／または下り伝送機能を有す
る。
【０１３９】
　303．UEは、キャリア・アグリゲーション・モデルに従って基地局とデータ伝送を行う
。
【０１４０】
　基地局が送信したキャリア・アグリゲーション・モデルを受信した後で、UEは、キャリ
ア・アグリゲーション・モデルに従って基地局とデータ伝送を行うことができる。
【０１４１】
　具体的には、基地局が、UEのために、ステップ302に例示したアグリゲーション・キャ
リア・モデルを構成した後で、UEは、CC1に対応するセルにキャンプオンし、CC1に対応す
るセルのシステムブロードキャストを読み取り、CC1に対応するセルからページングメッ
セージなどをさらに受信し、キャリアアグリゲーション技術を用い、CC0、CC1、CC2、CC3
、CC4、およびCC5に基づいてネットワークデバイスとデータ伝送を行うことができる。
【０１４２】
　304．基地局は、プライマリ・コア・キャリアを変更することを決定する。
【０１４３】
　UEが、基地局が送信したキャリア・アグリゲーション・モデルを受信した後で、UEとの
通信の信頼性を確実にするために、基地局は、プライマリ・コア・キャリアを変更する必
要があるかどうか判定することができ、プライマリ・コア・キャリアを変更する必要があ
ると判定した後で、以下のステップ305からステップ312を行う。
【０１４４】
　305．基地局は、セカンダリ・コア・キャリアの中から新しいプライマリ・コア・キャ
リアを決定する。
【０１４５】
　セカンダリ・コア・キャリアは、少なくとも2つのコアキャリアの中のプライマリ・コ
ア・キャリア以外のコアキャリアである。具体的には、プライマリ・コア・キャリアを変
更する必要があると判定した後で、基地局は、少なくとも2つのコアキャリアの中のプラ
イマリ・コア・キャリア以外のコアキャリアの中から新しいプライマリ・コア・キャリア
を決定することができる。ステップ302の例によれば、基地局は、CC0およびCC5の中から1
つのコアキャリアを新しいプライマリ・コア・キャリアとして決定することができる。
【０１４６】
　306．基地局は、UEにプライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージを送信する。
【０１４７】
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　プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージは、UEに、プライマリ・コア・キャリ
アを変更するよう命令するのに用いられる。セカンダリ・コア・キャリアの中から新しい
プライマリ・コア・キャリアを決定した後で、基地局は、UEにプライマリ・コア・キャリ
ア変更通知メッセージを送信することができる。
【０１４８】
　例えば、ステップ305で基地局が決定した新しいプライマリ・コア・キャリアがCC5であ
る場合、この場合には、基地局は、UEに、CC5の識別子を搬送するプライマリ・コア・キ
ャリア変更通知メッセージを送信することができる。当然ながら、UEのために基地局が構
成したキャリア・アグリゲーション・モデルがただ2つのコアキャリア、CC1およびCC5し
か含まない場合、基地局がUEに送信するプライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージ
は、決定された新しいプライマリ・コア・キャリア（CC5）の識別子を搬送しない。
【０１４９】
　さらに、任意選択で、基地局は、物理層シグナリングまたはMAC層シグナリングを用い
てUEにプライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージを送信することもできる。
【０１５０】
　307．UEは、基地局が送信したプライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージを受信
する。
【０１５１】
　308．UEは、プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージに従ってプライマリ・コ
ア・キャリアを新しいプライマリ・コア・キャリアに変更する。
【０１５２】
　基地局が送信したプライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージを受信した後で、UE
は、プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージに従ってプライマリ・コア・キャリ
アを新しいプライマリ・コア・キャリアに変更することができる。
【０１５３】
　例えば、ステップ306の例によれば、この場合、UEは、受信したプライマリ・コア・キ
ャリア変更通知メッセージで搬送されたCC5の識別子に従ってプライマリ・コア・キャリ
アをCC1からCC5に変更することができる。変更が完了した後で、UEはCC5に対応するセル
にキャンプオンし、CC5に対応するセルからのシステムブロードキャストを読み取り、CC5
に対応するセルからページングメッセージなどをさらに受信することができる。
【０１５４】
　基地局が、UEのプライマリ・コア・キャリアが正常に変更されたことを知ることができ
るように、UEが、プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージに従ってプライマリ・
コア・キャリアを新しいプライマリ・コア・キャリアに変更するステップ308を行った後
で、プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージが専用プリアンブルシーケンスを含
まない場合、ステップ309およびステップ310を行うことができ、またはプライマリ・コア
・キャリア変更通知メッセージが専用プリアンブルシーケンスを含む場合、ステップ311
およびステップ312を行うことができる。
【０１５５】
　309．UEはRACH手順をトリガする。
【０１５６】
　310．基地局は、UEがトリガしたRACH手順に従って、UEのプライマリ・コア・キャリア
が正常に変更されたと判定する。
【０１５７】
　311．UEは、専用プリアンブルシーケンスを用い、新しいプライマリ・コア・キャリア
に対応する上りキャリアに基づいてRACH手順をトリガする。
【０１５８】
　312．基地局は、専用プリアンブルシーケンスに従って、UEのプライマリ・コア・キャ
リアが正常に変更されたと判定する。
【０１５９】
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　本発明の本実施形態のステップ301からステップ312までの詳細な説明については、本発
明の方法実施形態の対応するステップの他の詳細な説明を参照することができ、本発明の
本実施形態では詳細な説明を繰り返さないことに留意されたい。
【０１６０】
　本発明の本実施形態で提供されるキャリア構成方法によれば、基地局は、UEがキャリア
・アグリゲーション・モデルに従って基地局とデータ伝送を行うように、UEのためのキャ
リア・アグリゲーション・モデルを構成し、キャリア・アグリゲーション・モデルは複数
のコンポーネントキャリアを含み、複数のコンポーネントキャリアは少なくとも1つのコ
アキャリアを含み、少なくとも1つのコアキャリアは少なくとも1つのプライマリ・コア・
キャリアを含む。UEのために少なくとも1つのコアキャリアを含むキャリア・アグリゲー
ション・モデルを構成することによって、普通のセカンダリ・コンポーネント・キャリア
と重要なセカンダリ・コンポーネント・キャリアを区別することができ、重要なセカンダ
リ・コンポーネント・キャリアもコアキャリアとして使用される。これにより、重要なセ
カンダリ・コンポーネント・キャリアを管理することが可能になるだけでなく、UEにより
多くのコアキャリアの選択肢も提供される。
【０１６１】
　加えて、複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、
基地局は、プライマリ・コア・キャリアを変更する必要があると判定した場合、プライマ
リ・コア・キャリア変更手順を能動的にトリガすることもできる。プライマリ・コンポー
ネント・キャリアでリンク障害が発生した場合にUEがすべてのリソースを解放し、通信を
中断することになる先行技術と比べて、これはUEと基地局との間の通信の安定性を向上さ
せる。
【０１６２】
　第2の応用シナリオでは、UEがプライマリ・コア・キャリア変更を能動的にトリガする
。図4に示すように、本シナリオのキャリア構成方法は以下のステップを含む。
【０１６３】
　401．基地局が、複数のコンポーネントキャリアの中の上り伝送機能および下り伝送機
能を有するコンポーネントキャリアをコアキャリアとして決定し、UEのためのキャリア・
アグリゲーション・モデルを構成する。
【０１６４】
　402．UEは、基地局が送信したキャリア・アグリゲーション・モデルを受信する。
【０１６５】
　403．UEは、キャリア・アグリゲーション・モデルに従って基地局とデータ伝送を行う
。
【０１６６】
　404．UEは、プライマリ・コア・キャリアを変更することを決定する。
【０１６７】
　UEが、基地局が送信したキャリア・アグリゲーション・モデルを受信した後で、UEとの
通信の信頼性を確実にするために、UEは、プライマリ・コア・キャリアを変更する必要が
あるかどうか判定することができ、プライマリ・コア・キャリアを変更する必要があると
判定した後で、以下のステップ405からステップ411を行う。
【０１６８】
　例えば、プライマリ・コア・リンクに障害が発生したと判定した場合、UEは、プライマ
リ・コア・キャリアを変更する必要があると判定する。例えば、UEのために基地局が構成
するキャリア・アグリゲーション・モデルは8つのコンポーネントキャリア、CC0、CC1、C
C2、CC3、CC4、CC5、CC6、およびCC7を含む。CC0、CC3、およびCC4はコアキャリアであり
、CC0はプライマリ・コア・キャリアである。CC0でリンク障害が発生したと判定した場合
、UEは、プライマリ・コア・キャリアを変更する必要があると判定することができる。
【０１６９】
　405．UEは、セカンダリ・コア・キャリアの中から新しいプライマリ・コア・キャリア
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を決定する。
【０１７０】
　セカンダリ・コア・キャリアは、少なくとも2つのコアキャリアの中のプライマリ・コ
ア・キャリア以外のコアキャリアである。具体的には、プライマリ・コア・キャリアを変
更する必要があると判定した後で、基地局は、少なくとも2つのコアキャリアの中のプラ
イマリ・コア・キャリア以外のコアキャリアの中から新しいプライマリ・コア・キャリア
を決定することができる。
【０１７１】
　任意選択で、本発明の本実施形態においては、UEが、セカンダリ・コア・キャリアの中
から新しいプライマリ・コア・キャリアを決定するステップは、具体的には、UEが、事前
設定規則に従ってセカンダリ・コア・キャリアの中から新しいプライマリ・コア・キャリ
アを決定するステップ、であってよく、事前設定規則は、事前設定順序、セカンダリ・コ
ア・キャリアに基づいて送信される信号の品質、またはセカンダリ・コア・キャリアに対
応するセル識別情報のうちの少なくとも1つを含んでいてよい。
【０１７２】
　例えば、ステップ404の例によれば、UEは、CC3およびCC4から新しいプライマリ・コア
・キャリアを決定することができる。例えば、CC3に基づく信号伝送の信号品質は、CC4に
基づく信号伝送の信号品質より良好であり、UEは、CC3を新しいプライマリ・コア・キャ
リアとして決定することができる。
【０１７３】
　セカンダリ・コア・キャリアの中から新しいプライマリ・コア・キャリアを決定した後
で、UEは、基地局に、プライマリ・コア・キャリアが変更されたことを通知することがで
きる。1つの可能な実施態様において、具体的な通知プロセスは、以下のステップ406から
ステップ408を含むことができる。別の可能な実施態様において、具体的な通知プロセス
は、以下のステップ409からステップ411を含むことができる。
【０１７４】
　406．UEは、新しいプライマリ・コア・キャリアに対応する上りキャリアに基づいて、R
ACH手順をトリガする。
【０１７５】
　407．基地局は、新しいプライマリ・コア・キャリアに対応する上りキャリアに基づい
てUEがトリガしたRACH手順を受信する。
【０１７６】
　408．基地局は、RACH手順に従って、プライマリ・コア・キャリアが変更されたと判定
する。
【０１７７】
　409．UEは、基地局に上りメッセージを送信する。
【０１７８】
　上りメッセージは、基地局に、プライマリ・コア・キャリアが変更されたことを通知す
るのに用いられる。
【０１７９】
　具体的には、UEが、基地局に上りメッセージを送信するステップは、以下の409a1から
ステップ409a4を含むことができる。
【０１８０】
　409a1．UEは、SR機能をサポートしている1つのセカンダリ・コア・キャリアに基づいて
、基地局にSRを送信する。
【０１８１】
　セカンダリ・コア・キャリアは、現在のプライマリ・コア・キャリア以外のコアキャリ
アである。例えば、ステップ404の例によれば、UEは、CC3およびCC4の中からSR機能をサ
ポートしている1つのセカンダリ・コア・キャリアを選択することができ、例えば、CC4は
SR機能をサポートしており、UEは、CC4に基づいて、上り送信許可要求をトリガするため
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に基地局にSRを送信する。
【０１８２】
　409a2．基地局はUEに上りリソースを割り振る。
【０１８３】
　UEが、SR機能をサポートしている1つのセカンダリ・コア・キャリアに基づいて、基地
局にSRを送信した後で、基地局は、受信したSRに従ってUEに、UEが上りメッセージを送信
するための上りリソースを割り振ることができる。
【０１８４】
　409a3．UEは、基地局がUEに割り振った上りリソースを受信する。
【０１８５】
　409a4．UEは、上りリソースを用いて基地局に上りメッセージを送信する。
【０１８６】
　410．基地局は、UEが送信した上りメッセージを受信する。
【０１８７】
　411．基地局は、上りメッセージに従って、プライマリ・コア・キャリアが変更された
と判定する。
【０１８８】
　本発明の本実施形態のステップ401からステップ411までの詳細な説明については、本発
明の方法実施形態の対応するステップの他の詳細な説明を参照することができ、本発明の
本実施形態では詳細な説明を繰り返さないことに留意されたい。
【０１８９】
　本発明の本実施形態で提供されるキャリア構成方法によれば、基地局は、UEがキャリア
・アグリゲーション・モデルに従って基地局とデータ伝送を行うように、UEのためのキャ
リア・アグリゲーション・モデルを構成し、キャリア・アグリゲーション・モデルは複数
のコンポーネントキャリアを含み、複数のコンポーネントキャリアは少なくとも1つのコ
アキャリアを含み、少なくとも1つのコアキャリアは少なくとも1つのプライマリ・コア・
キャリアを含む。UEのために少なくとも1つのコアキャリアを含むキャリア・アグリゲー
ション・モデルを構成することによって、普通のセカンダリ・コンポーネント・キャリア
と重要なセカンダリ・コンポーネント・キャリアを区別することができ、重要なセカンダ
リ・コンポーネント・キャリアもコアキャリアとして使用される。これにより、重要なセ
カンダリ・コンポーネント・キャリアを管理することが可能になるだけでなく、UEにより
多くのコアキャリアの選択肢も提供される。
【０１９０】
　加えて、複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、U
Eは、プライマリ・コア・キャリアを変更する必要があると判定した場合、プライマリ・
コア・キャリア変更手順を能動的にトリガすることもできる。プライマリ・コンポーネン
ト・キャリアでリンク障害が発生した場合にUEがすべてのリソースを解放し、通信を中断
することになる先行技術と比べて、これはUEと基地局との間の通信の安定性を向上させる
。
【０１９１】
　本発明の別の実施形態はネットワークデバイスを提供する。図5に示すように、本ネッ
トワークデバイスは構成部51を含む。
【０１９２】
　構成部51は、ユーザ機器UEがキャリア・アグリゲーション・モデルに従ってネットワー
クデバイスとのデータ伝送を行うように、UEのためのキャリア・アグリゲーション・モデ
ルを構成するように構成されている。
【０１９３】
　キャリア・アグリゲーション・モデルは複数のコンポーネントキャリアを含み、複数の
コンポーネントキャリアは少なくとも1つのコアキャリアを含み、少なくとも1つのコアキ
ャリアは少なくとも1つのプライマリ・コア・キャリアを含み、コアキャリアは、上り伝
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送機能および下り伝送機能を有し、上り伝送機能は、下りデータに対応する上りフィード
バック機能、下りチャネル状態フィードバック機能、または上りデータ伝送機能、のうち
の少なくとも1つを含み、下り伝送機能は、上りデータに対応する下りフィードバック機
能、上りチャネル状態フィードバック機能、または下りデータ伝送機能、のうちの少なく
とも1つを含み、プライマリ・コア・キャリアは、システムメッセージ伝達機能、ページ
ングメッセージ伝達機能、半静的スケジューリングパラメータ構成機能、キャンピング参
照機能、または暗号化参照機能、のうちの少なくとも1つの機能を有する。
【０１９４】
　本発明の本実施形態では、さらに、図6に示すように、本ネットワークデバイスは、決
定部52をさらに含んでいてよい。
【０１９５】
　決定部52は、構成部51がユーザ機器UEのためのキャリア・アグリゲーション・モデルを
構成する前に、複数のコンポーネントキャリアの中の上り伝送機能および下り伝送機能を
有するコンポーネントキャリアをコアキャリアとして決定する、ように構成されている。
【０１９６】
　本発明の本実施形態では、さらに、複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つの
コアキャリアを含む場合、
　決定部52は、構成部51がユーザ機器UEのためのキャリア・アグリゲーション・モデルを
構成した後で、プライマリ・コア・キャリアを変更することを決定し、少なくとも2つの
コアキャリアの中のプライマリ・コア・キャリア以外のコアキャリアであるセカンダリ・
コア・キャリアの中から新しいプライマリ・コア・キャリアを決定する、ようにさらに構
成されている。
【０１９７】
　図7に示すように、本ネットワークデバイスは送信部53をさらに含んでいてよい。
【０１９８】
　送信部53は、UEがプライマリ・コア・キャリアを新しいプライマリ・コア・キャリアに
変更するように、UEにプライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージを送信するように
構成されており、プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージはUEにプライマリ・コ
ア・キャリアを変更するよう命令するのに用いられる。
【０１９９】
　本発明の本実施形態では、さらに、送信部53は、物理層シグナリングまたは媒体アクセ
ス制御MAC層シグナリングを用いてUEにプライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージ
を送信する、ように特に構成されている。
【０２００】
　本発明の本実施形態では、さらに、決定部52は、送信部53がUEにプライマリ・コア・キ
ャリア変更通知メッセージを送信した後で、UEがトリガしたランダム・アクセス・チャネ
ルRACH手順に従って、UEのプライマリ・コア・キャリアが正常に変更されたと判定する、
ようにさらに構成されている。
【０２０１】
　本発明の本実施形態では、さらに、プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージは
専用プリアンブルシーケンスを含む。
【０２０２】
　本発明の本実施形態では、さらに、決定部52は、送信部53がUEにプライマリ・コア・キ
ャリア変更通知メッセージを送信した後で、専用プリアンブルシーケンスを用い、新しい
プライマリ・コア・キャリアに対応する上りキャリアに基づいてUEがトリガしたRACH手順
に従って、UEのプライマリ・コア・キャリアが正常に変更されたと判定する、ようにさら
に構成されている。
【０２０３】
　本発明の本実施形態では、さらに、複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つの
コアキャリアを含む場合、図8に示すように、本ネットワークデバイスは、受信部54をさ
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らに含んでいてよい。
【０２０４】
　受信部54は、構成部51がユーザ機器UEのためのキャリア・アグリゲーション・モデルを
構成した後で、UEのプライマリ・コア・キャリアが変更されたという通知を受信する、よ
うに構成されている。
【０２０５】
　本発明の本実施形態では、さらに、受信部54は、新しいプライマリ・コア・キャリアに
対応する上りキャリアに基づいてUEがトリガしたRACH手順を受信する、ように特に構成さ
れている。
【０２０６】
　決定部52は、受信部54が、UEのプライマリ・コア・キャリアが変更されたという通知を
受信した後で、RACH手順に従って、プライマリ・コア・キャリアが変更されたと判定する
、ようにさらに構成されている。
【０２０７】
　本発明の本実施形態では、さらに、受信部54は、ネットワークデバイスにプライマリ・
コア・キャリアが変更されたことを通知するのに用いられる、UEが送信した上りメッセー
ジを受信する、ように特に構成されている。
【０２０８】
　決定部52は、受信部54が、UEのプライマリ・コア・キャリアが変更されたという通知を
受信した後で、受信部54が受信した上りメッセージに従って、プライマリ・コア・キャリ
アが変更されたと判定する、ようにさらに構成されている。
【０２０９】
　本発明の本実施形態では、さらに、受信部54は、スケジューリング要求SR機能をサポー
トしている1つのセカンダリ・コア・キャリアに基づいてUEが送信したSRを受信し、UEに
上りリソースを割り振り、上りリソースを用いてUEが送信した上りメッセージを受信する
、ように特に構成されている。
【０２１０】
　本発明の本実施形態では、さらに、複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つの
コアキャリアを含む場合、構成部51は、ユーザ機器UEのためのキャリア・アグリゲーショ
ン・モデルを構成した後で、UEの測定イベントを構成する、ようにさらに構成されており
、測定イベントは、近隣のセルの信号品質または信号強度がコアキャリアのいずれか1つ
に対応するセルの信号品質または信号強度より大きい場合、UEに、ネットワークデバイス
に測定報告を報告するよう命令するのに用いられる。
【０２１１】
　本発明の本実施形態で提供されるネットワークデバイスの各機能モジュールの具体的な
動作プロセスについては、方法実施形態の対応するプロセスの詳細な説明を参照すること
ができ、本発明の本実施形態では詳細な説明を繰り返さないことに留意されたい。
【０２１２】
　本発明の本実施形態で提供されるネットワークデバイスは、UEがキャリア・アグリゲー
ション・モデルに従ってネットワークデバイスとデータ伝送を行うように、UEのためのキ
ャリア・アグリゲーション・モデルを構成し、キャリア・アグリゲーション・モデルは複
数のコンポーネントキャリアを含み、複数のコンポーネントキャリアは少なくとも1つの
コアキャリアを含み、少なくとも1つのコアキャリアは少なくとも1つのプライマリ・コア
・キャリアを含む。UEのために少なくとも1つのコアキャリアを含むキャリア・アグリゲ
ーション・モデルを構成することによって、普通のセカンダリ・コンポーネント・キャリ
アと重要なセカンダリ・コンポーネント・キャリアを区別することができ、重要なセカン
ダリ・コンポーネント・キャリアもコアキャリアとして使用される。これにより、重要な
セカンダリ・コンポーネント・キャリアを管理することが可能になるだけでなく、UEによ
り多くのコアキャリアの選択肢も提供される。
【０２１３】
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　加えて、複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、
基地局は、プライマリ・コア・キャリアを変更する必要があると判定した場合、プライマ
リ・コア・キャリア変更手順を能動的にトリガすることもできる。プライマリ・コンポー
ネント・キャリアでリンク障害が発生した場合にUEがすべてのリソースを解放し、通信を
中断することになる先行技術と比べて、これはUEと基地局との間の通信の安定性を向上さ
せる。
【０２１４】
　本発明の別の実施形態はユーザ機器を提供する。図9に示すように、本ユーザ機器は、
受信部61と、送信部62とを含む。
【０２１５】
　受信部61は、ネットワークデバイスが送信したキャリア・アグリゲーション・モデルを
受信するように構成されている。
【０２１６】
　送信部62は、受信部61が受信したキャリア・アグリゲーション・モデルに従ってネット
ワークデバイスとデータ伝送を行うように構成されている。
【０２１７】
　キャリア・アグリゲーション・モデルは複数のコンポーネントキャリアを含み、複数の
コンポーネントキャリアは少なくとも1つのコアキャリアを含み、少なくとも1つのコアキ
ャリアは少なくとも1つのプライマリ・コア・キャリアを含み、コアキャリアは、上り伝
送機能および下り伝送機能を有し、上り伝送機能は、下りデータに対応する上りフィード
バック機能、下りチャネル状態フィードバック機能、または上りデータ伝送機能、のうち
の少なくとも1つを含み、下り伝送機能は、上りデータに対応する下りフィードバック機
能、上りチャネル状態フィードバック機能、または下りデータ伝送機能、のうちの少なく
とも1つを含み、プライマリ・コア・キャリアは、システムメッセージ伝達機能、ページ
ングメッセージ伝達機能、半静的スケジューリングパラメータ構成機能、キャンピング参
照機能、または暗号化参照機能、のうちの少なくとも1つの機能を有する。
【０２１８】
　本発明の本実施形態では、さらに、複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つの
コアキャリアを含む場合、受信部61は、ネットワークデバイスが送信したキャリア・アグ
リゲーション・モデルを受信した後で、ネットワークデバイスが送信したプライマリ・コ
ア・キャリア変更通知メッセージを受信する、ようにさらに構成されている。
【０２１９】
　図10に示すように、本ユーザ機器は、変更部63をさらに含んでいてよい。
【０２２０】
　変更部63は、受信部61が受信したプライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージに従
って、プライマリ・コア・キャリアを新しいプライマリ・コア・キャリアに変更するよう
に構成されている。
【０２２１】
　本発明の本実施形態では、さらに、本ユーザ機器は、トリガ部64をさらに含んでいてよ
い。
【０２２２】
　トリガ部64は、変更部63が、プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージに従って
プライマリ・コア・キャリアを新しいプライマリ・コア・キャリアに変更した後で、ネッ
トワークデバイスが、ランダム・アクセス・チャネルRACH手順に従って、プライマリ・コ
ア・キャリアが正常に変更されたと判定するように、RACH手順をトリガする、ように構成
されている。
【０２２３】
　本発明の本実施形態では、さらに、プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージは
専用プリアンブルシーケンスを含む。
【０２２４】
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　トリガ部64は、変更部63が、プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージに従って
プライマリ・コア・キャリアを新しいプライマリ・コア・キャリアに変更した後で、ネッ
トワークデバイスが、専用プリアンブルシーケンスに従って、プライマリ・コア・キャリ
アが正常に変更されたと判定するように、専用プリアンブルシーケンスを用い、新しいプ
ライマリ・コア・キャリアに対応する上りキャリアに基づいてRACH手順をトリガする、よ
うにさらに構成されている。
【０２２５】
　本発明の本実施形態では、さらに、複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つの
コアキャリアを含む場合、図11に示すように、本ユーザ機器は、決定部65と、通知部66と
をさらに含んでいてよい。
【０２２６】
　決定部65は、受信部61が、ネットワークデバイスが送信したキャリア・アグリゲーショ
ン・モデルを受信した後で、プライマリ・コア・キャリアを変更することを決定し、少な
くとも2つのコアキャリアの中のプライマリ・コア・キャリア以外のコアキャリアである
セカンダリ・コア・キャリアの中から新しいプライマリ・コア・キャリアを決定する、よ
うに構成されている。
【０２２７】
　通知部66は、ネットワークデバイスに、プライマリ・コア・キャリアが変更されたこと
を通知する、ように構成されている。
【０２２８】
　本発明の本実施形態では、さらに、通知部66は、ネットワークデバイスが、RACH手順に
従って、プライマリ・コア・キャリアが変更されたと判定するように、新しいプライマリ
・コア・キャリアに対応する上りキャリアに基づいて、RACH手順をトリガする、ように特
に構成されている。
【０２２９】
　本発明の本実施形態では、さらに、通知部66は、ネットワークデバイスが、ネットワー
クデバイスにプライマリ・コア・キャリアが変更されたことを通知するのに用いられる上
りメッセージに従って、プライマリ・コア・キャリアが変更されたと判定するように、ネ
ットワークデバイスに上りメッセージを送信する、ように特に構成されている。
【０２３０】
　本発明の本実施形態では、さらに、通知部66は、スケジューリング要求SR機能をサポー
トしている1つのセカンダリ・コア・キャリアに基づいて、ネットワークデバイスにSRを
送信し、ネットワークデバイスがUEに割り振った上りリソースを受信し、上りリソースを
用いてネットワークデバイスに上りメッセージを送信する、ように特に構成されている。
【０２３１】
　本発明の本実施形態では、さらに、決定部65は、プライマリ・コア・リンクに障害が発
生したと判定したときに、プライマリ・コア・キャリアを変更することを決定する、よう
に特に構成されている。
【０２３２】
　本発明の本実施形態では、さらに、決定部65は、事前設定規則に従ってセカンダリ・コ
ア・キャリアの中から新しいプライマリ・コア・キャリアを決定する、ように特に構成さ
れている。
【０２３３】
　事前設定規則は、事前設定順序、セカンダリ・コア・キャリアに基づいて送信される信
号の品質、またはセカンダリ・コア・キャリアに対応するセル識別情報のうちの少なくと
も1つを含む。
【０２３４】
　本発明の本実施形態では、さらに、複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つの
コアキャリアを含む場合、受信部61は、ネットワークデバイスが送信したキャリア・アグ
リゲーション・モデルを受信した後で、ネットワークデバイスが送信した測定イベントを
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受信する、ようにさらに構成されている。
【０２３５】
　決定部65は、近隣のセルの信号品質または信号強度がコアキャリアのいずれか1つに対
応するセルの信号品質または信号強度より大きい場合、受信部61が受信した測定イベント
に従って、ネットワークデバイスに測定報告を報告することを決定する、ようにさらに構
成されている。
【０２３６】
　本発明の本実施形態で提供されるユーザ機器の各機能モジュールの具体的な動作プロセ
スについては、方法実施形態の対応するプロセスの具体的な説明を参照することができ、
本発明の本実施形態では詳細な説明を繰り返さないことに留意されたい。
【０２３７】
　本発明の本実施形態で提供されるUEは、ネットワークデバイスが送信したキャリア・ア
グリゲーション・モデルを受信し、キャリア・アグリゲーション・モデルに従ってネット
ワークデバイスとデータ伝送を行い、キャリア・アグリゲーション・モデルは複数のコン
ポーネントキャリアを含み、複数のコンポーネントキャリアは少なくとも1つのコアキャ
リアを含み、少なくとも1つのコアキャリアは少なくとも1つのプライマリ・コア・キャリ
アを含む。UEのために少なくとも1つのコアキャリアを含むキャリア・アグリゲーション
・モデルを構成することによって、普通のセカンダリ・コンポーネント・キャリアと重要
なセカンダリ・コンポーネント・キャリアを区別することができ、重要なセカンダリ・コ
ンポーネント・キャリアもコアキャリアとして使用される。これにより、重要なセカンダ
リ・コンポーネント・キャリアを管理することが可能になるだけでなく、UEにより多くの
コアキャリアの選択肢も提供される。
【０２３８】
　加えて、複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、
基地局は、プライマリ・コア・キャリアを変更する必要があると判定した場合、プライマ
リ・コア・キャリア変更手順を能動的にトリガすることもできる。プライマリ・コンポー
ネント・キャリアでリンク障害が発生した場合にUEがすべてのリソースを解放し、通信を
中断することになる先行技術と比べて、これはUEと基地局との間の通信の安定性を向上さ
せる。
【０２３９】
　本発明の別の実施形態はネットワークデバイスを提供する。図12に示すように、本ネッ
トワークデバイスはプロセッサ71を含む。
【０２４０】
　プロセッサ71は、ユーザ機器UEがキャリア・アグリゲーション・モデルに従ってネット
ワークデバイスとのデータ伝送を行うように、UEのためのキャリア・アグリゲーション・
モデルを構成するように構成される。
【０２４１】
　キャリア・アグリゲーション・モデルは複数のコンポーネントキャリアを含み、複数の
コンポーネントキャリアは少なくとも1つのコアキャリアを含み、少なくとも1つのコアキ
ャリアは少なくとも1つのプライマリ・コア・キャリアを含み、コアキャリアは、上り伝
送機能および下り伝送機能を有し、上り伝送機能は、下りデータに対応する上りフィード
バック機能、下りチャネル状態フィードバック機能、または上りデータ伝送機能、のうち
の少なくとも1つを含み、下り伝送機能は、上りデータに対応する下りフィードバック機
能、上りチャネル状態フィードバック機能、または下りデータ伝送機能、のうちの少なく
とも1つを含み、プライマリ・コア・キャリアは、システムメッセージ伝達機能、ページ
ングメッセージ伝達機能、半静的スケジューリングパラメータ構成機能、キャンピング参
照機能、または暗号化参照機能、のうちの少なくとも1つの機能を有する。
【０２４２】
　本発明の本実施形態では、さらに、プロセッサ71は、ユーザ機器UEのためのキャリア・
アグリゲーション・モデルを構成する前に、複数のコンポーネントキャリアの中の上り伝
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送機能および下り伝送機能を有するコンポーネントキャリアをコアキャリアとして決定す
る、ようにさらに構成される。
【０２４３】
　本発明の本実施形態では、さらに、複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つの
コアキャリアを含む場合、プロセッサ71は、ユーザ機器UEのためのキャリア・アグリゲー
ション・モデルを構成した後で、プライマリ・コア・キャリアを変更することを決定し、
少なくとも2つのコアキャリアの中のプライマリ・コア・キャリア以外のコアキャリアで
あるセカンダリ・コア・キャリアの中から新しいプライマリ・コア・キャリアを決定する
、ようにさらに構成される。
【０２４４】
　本ネットワークデバイスは、送信機72をさらに含んでいてよい。
【０２４５】
　送信機72は、UEがプライマリ・コア・キャリアを新しいプライマリ・コア・キャリアに
変更するように、UEにプライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージを送信するように
構成され、プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージはUEにプライマリ・コア・キ
ャリアを変更するよう命令するのに用いられる。
【０２４６】
　本発明の本実施形態では、さらに、送信機72は、物理層シグナリングまたは媒体アクセ
ス制御MAC層シグナリングを用いてUEにプライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージ
を送信する、ように特に構成される。
【０２４７】
　本発明の本実施形態では、さらに、プロセッサ71は、送信機72がUEにプライマリ・コア
・キャリア変更通知メッセージを送信した後で、UEがトリガしたランダム・アクセス・チ
ャネルRACH手順に従って、UEのプライマリ・コア・キャリアが正常に変更されたと判定す
る、ようにさらに構成される。
【０２４８】
　本発明の本実施形態では、さらに、プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージは
専用プリアンブルシーケンスを含む。
【０２４９】
　本発明の本実施形態では、さらに、プロセッサ71は、送信機72がUEにプライマリ・コア
・キャリア変更通知メッセージを送信した後で、専用プリアンブルシーケンスを用い、新
しいプライマリ・コア・キャリアに対応する上りキャリアに基づいてUEがトリガしたRACH
手順に従って、UEのプライマリ・コア・キャリアが正常に変更されたと判定する、ように
さらに構成される。
【０２５０】
　本発明の本実施形態では、さらに、複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つの
コアキャリアを含む場合、本ネットワークデバイスは、受信機73をさらに含んでいてよい
。
【０２５１】
　受信機73は、プロセッサ71がユーザ機器UEのためのキャリア・アグリゲーション・モデ
ルを構成した後で、UEのプライマリ・コア・キャリアが変更されたという通知を受信する
、ように構成される。
【０２５２】
　本発明の本実施形態では、さらに、受信機73は、新しいプライマリ・コア・キャリアに
対応する上りキャリアに基づいてUEがトリガしたRACH手順を受信する、ように特に構成さ
れる。
【０２５３】
　プロセッサ71は、受信機73が、UEのプライマリ・コア・キャリアが変更されたという通
知を受信した後で、RACH手順に従って、プライマリ・コア・キャリアが変更されたと判定
する、ようにさらに構成される。
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【０２５４】
　本発明の本実施形態では、さらに、受信機73は、ネットワークデバイスにプライマリ・
コア・キャリアが変更されたことを通知するのに用いられる、UEが送信した上りメッセー
ジを受信する、ように特に構成される。
【０２５５】
　プロセッサ71は、受信機73が、UEのプライマリ・コア・キャリアが変更されたという通
知を受信した後で、受信機73が受信した上りメッセージに従って、プライマリ・コア・キ
ャリアが変更されたと判定する、ようにさらに構成される。
【０２５６】
　本発明の本実施形態では、さらに、受信機73は、スケジューリング要求SR機能をサポー
トしている1つのセカンダリ・コア・キャリアに基づいてUEが送信したSRを受信し、UEに
上りリソースを割り振り、上りリソースを用いてUEが送信した上りメッセージを受信する
、ように特に構成される。
【０２５７】
　本発明の本実施形態では、さらに、複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つの
コアキャリアを含む場合、プロセッサ71は、ユーザ機器UEのためのキャリア・アグリゲー
ション・モデルを構成した後で、UEの測定イベントを構成する、ようにさらに構成され、
測定イベントは、近隣のセルの信号品質または信号強度がコアキャリアのいずれか1つに
対応するセルの信号品質または信号強度より大きい場合、UEに、ネットワークデバイスに
測定報告を報告するよう命令するのに用いられる。
【０２５８】
　本発明の本実施形態で提供されるネットワークデバイスの各機能モジュールの具体的な
動作プロセスについては、方法実施形態の対応するプロセスの詳細な説明を参照すること
ができ、本発明の本実施形態では詳細な説明を繰り返さないことに留意されたい。
【０２５９】
　本発明の本実施形態で提供されるネットワークデバイスは、UEがキャリア・アグリゲー
ション・モデルに従ってネットワークデバイスとデータ伝送を行うように、UEのためのキ
ャリア・アグリゲーション・モデルを構成し、キャリア・アグリゲーション・モデルは複
数のコンポーネントキャリアを含み、複数のコンポーネントキャリアは少なくとも1つの
コアキャリアを含み、少なくとも1つのコアキャリアは少なくとも1つのプライマリ・コア
・キャリアを含む。UEのために少なくとも1つのコアキャリアを含むキャリア・アグリゲ
ーション・モデルを構成することによって、普通のセカンダリ・コンポーネント・キャリ
アと重要なセカンダリ・コンポーネント・キャリアを区別することができ、重要なセカン
ダリ・コンポーネント・キャリアもコアキャリアとして使用される。これにより、重要な
セカンダリ・コンポーネント・キャリアを管理することが可能になるだけでなく、UEによ
り多くのコアキャリアの選択肢も提供される。
【０２６０】
　加えて、複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、
基地局は、プライマリ・コア・キャリアを変更する必要があると判定した場合、プライマ
リ・コア・キャリア変更手順を能動的にトリガすることもできる。プライマリ・コンポー
ネント・キャリアでリンク障害が発生した場合にUEがすべてのリソースを解放し、通信を
中断することになる先行技術と比べて、これはUEと基地局との間の通信の安定性を向上さ
せる。
【０２６１】
　本発明の別の実施形態はユーザ機器を提供する。図13に示すように、本ユーザ機器は、
受信機81と、送信機82とを含む。
【０２６２】
　受信機81は、ネットワークデバイスが送信したキャリア・アグリゲーション・モデルを
受信するように構成される。
【０２６３】
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　送信機82は、受信機81が受信したキャリア・アグリゲーション・モデルに従ってネット
ワークデバイスとデータ伝送を行うように構成される。
【０２６４】
　キャリア・アグリゲーション・モデルは複数のコンポーネントキャリアを含み、複数の
コンポーネントキャリアは少なくとも1つのコアキャリアを含み、少なくとも1つのコアキ
ャリアは少なくとも1つのプライマリ・コア・キャリアを含み、コアキャリアは、上り伝
送機能および下り伝送機能を有し、上り伝送機能は、下りデータに対応する上りフィード
バック機能、下りチャネル状態フィードバック機能、または上りデータ伝送機能、のうち
の少なくとも1つを含み、下り伝送機能は、上りデータに対応する下りフィードバック機
能、上りチャネル状態フィードバック機能、または下りデータ伝送機能、のうちの少なく
とも1つを含み、プライマリ・コア・キャリアは、システムメッセージ伝達機能、ページ
ングメッセージ伝達機能、半静的スケジューリングパラメータ構成機能、キャンピング参
照機能、または暗号化参照機能、のうちの少なくとも1つの機能を有する。
【０２６５】
　本発明の本実施形態では、さらに、複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つの
コアキャリアを含む場合、受信機81は、ネットワークデバイスが送信したキャリア・アグ
リゲーション・モデルを受信した後で、ネットワークデバイスが送信したプライマリ・コ
ア・キャリア変更通知メッセージを受信する、ようにさらに構成される。
【０２６６】
　本ユーザ機器は、プロセッサ83をさらに含んでいてよい。
【０２６７】
　プロセッサ83は、受信機81が受信したプライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージ
に従って、プライマリ・コア・キャリアを新しいプライマリ・コア・キャリアに変更する
ように構成される。
【０２６８】
　本発明の本実施形態では、さらに、プロセッサ83は、プライマリ・コア・キャリア変更
通知メッセージに従ってプライマリ・コア・キャリアを新しいプライマリ・コア・キャリ
アに変更した後で、ネットワークデバイスが、ランダム・アクセス・チャネルRACH手順に
従って、プライマリ・コア・キャリアが正常に変更されたと判定するように、RACH手順を
トリガする、ようにさらに構成される。
【０２６９】
　本発明の本実施形態では、さらに、プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージは
専用プリアンブルシーケンスを含む。
【０２７０】
　プロセッサ83は、プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージに従ってプライマリ
・コア・キャリアを新しいプライマリ・コア・キャリアに変更した後で、ネットワークデ
バイスが、専用プリアンブルシーケンスに従って、プライマリ・コア・キャリアが正常に
変更されたと判定するように、専用プリアンブルシーケンスを用い、新しいプライマリ・
コア・キャリアに対応する上りキャリアに基づいてRACH手順をトリガする、ようにさらに
構成される。
【０２７１】
　本発明の本実施形態では、さらに、複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つの
コアキャリアを含む場合、プロセッサ83は、受信機81が、ネットワークデバイスが送信し
たキャリア・アグリゲーション・モデルを受信した後で、プライマリ・コア・キャリアを
変更することを決定し、少なくとも2つのコアキャリアの中のプライマリ・コア・キャリ
ア以外のコアキャリアであるセカンダリ・コア・キャリアの中から新しいプライマリ・コ
ア・キャリアを決定する、ようにさらに構成される。
【０２７２】
　送信機82は、ネットワークデバイスに、プライマリ・コア・キャリアが変更されたこと
を通知する、ようにさらに構成される。
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【０２７３】
　本発明の本実施形態では、さらに、送信機82は、ネットワークデバイスが、RACH手順に
従って、プライマリ・コア・キャリアが変更されたと判定するように、新しいプライマリ
・コア・キャリアに対応する上りキャリアに基づいて、RACH手順をトリガする、ように特
に構成される。
【０２７４】
　本発明の本実施形態では、さらに、送信機82は、ネットワークデバイスが、ネットワー
クデバイスにプライマリ・コア・キャリアが変更されたことを通知するのに用いられる上
りメッセージに従って、プライマリ・コア・キャリアが変更されたと判定するように、ネ
ットワークデバイスに上りメッセージを送信する、ように特に構成される。
【０２７５】
　本発明の本実施形態では、さらに、送信機82は、スケジューリング要求SR機能をサポー
トしている1つのセカンダリ・コア・キャリアに基づいて、ネットワークデバイスにSRを
送信し、ネットワークデバイスがUEに割り振った上りリソースを受信し、上りリソースを
用いてネットワークデバイスに上りメッセージを送信する、ように特に構成される。
【０２７６】
　本発明の本実施形態では、さらに、プロセッサ83は、プライマリ・コア・リンクに障害
が発生したと判定したときに、プライマリ・コア・キャリアを変更することを決定する、
ように特に構成される。
【０２７７】
　本発明の本実施形態では、さらに、プロセッサ83は、事前設定規則に従ってセカンダリ
・コア・キャリアの中から新しいプライマリ・コア・キャリアを決定する、ように特に構
成される。
【０２７８】
　事前設定規則は、事前設定順序、セカンダリ・コア・キャリアに基づいて送信される信
号の品質、またはセカンダリ・コア・キャリアに対応するセル識別情報のうちの少なくと
も1つを含む。
【０２７９】
　本発明の本実施形態では、さらに、複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つの
コアキャリアを含む場合、受信機81は、ネットワークデバイスが送信したキャリア・アグ
リゲーション・モデルを受信した後で、ネットワークデバイスが送信した測定イベントを
受信する、ようにさらに構成される。
【０２８０】
　プロセッサ83は、近隣のセルの信号品質または信号強度がコアキャリアのいずれか1つ
に対応するセルの信号品質または信号強度より大きい場合、受信装置81が受信した測定イ
ベントに従って、ネットワークデバイスに測定報告を報告することを決定する、ようにさ
らに構成される。
【０２８１】
　本発明の本実施形態で提供されるユーザ機器の各機能モジュールの具体的な動作プロセ
スについては、方法実施形態の対応するプロセスの具体的な説明を参照することができ、
本発明の本実施形態では詳細な説明を繰り返さないことに留意されたい。
【０２８２】
　本発明の本実施形態で提供されるUEは、ネットワークデバイスが送信したキャリア・ア
グリゲーション・モデルを受信し、キャリア・アグリゲーション・モデルに従ってネット
ワークデバイスとデータ伝送を行い、キャリア・アグリゲーション・モデルは複数のコン
ポーネントキャリアを含み、複数のコンポーネントキャリアは少なくとも1つのコアキャ
リアを含み、少なくとも1つのコアキャリアは少なくとも1つのプライマリ・コア・キャリ
アを含む。UEのために少なくとも1つのコアキャリアを含むキャリア・アグリゲーション
・モデルを構成することによって、普通のセカンダリ・コンポーネント・キャリアと重要
なセカンダリ・コンポーネント・キャリアを区別することができ、重要なセカンダリ・コ
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ンポーネント・キャリアもコアキャリアとして使用される。これにより、重要なセカンダ
リ・コンポーネント・キャリアを管理することが可能になるだけでなく、UEにより多くの
コアキャリアの選択肢も提供される。
【０２８３】
　加えて、複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、
基地局は、プライマリ・コア・キャリアを変更する必要があると判定した場合、プライマ
リ・コア・キャリア変更手順を能動的にトリガすることもできる。プライマリ・コンポー
ネント・キャリアでリンク障害が発生した場合にUEがすべてのリソースを解放し、通信を
中断することになる先行技術と比べて、これはUEと基地局との間の通信の安定性を向上さ
せる。
【０２８４】
　前述の実施態様の説明を読めば、当業者は、前述の機能モジュールの分割が、説明を簡
便にすることを目的として、例示のために用いられていることを理解することができる。
実際の応用においては、前述の各機能を異なるモジュールに割り振り、必要に応じて実装
することができ、すなわち、装置の内部構造が上述の各機能の全部または一部を実装する
ために異なる機能モジュールに分割される。
【０２８５】
　本出願で提供されるいくつかの実施形態においては、開示の装置および方法を他のやり
方で実現することもできることを理解すべきである。例えば、説明した装置実施形態は単
なる例にすぎない。例えば、モジュールまたはユニットの分割は単なる論理的機能分割に
すぎず、実際の実装に際しては他の分割も可能である。例えば、複数のユニットまたはコ
ンポーネントを組み合わせ、または統合して別の装置にすることもでき、ある機能が無視
され、または実行されない場合もある。加えて、図示し、または説明した相互結合または
直接結合または通信接続を、いくつかのインターフェース、装置またはユニットを介した
間接結合または通信接続とすることもでき、電気的接続、機械的接続、または他の形態の
接続とすることもできる。
【０２８６】
　別々の部分として記述されたユニットは、物理的に分離している場合も分離していない
場合もある。ユニットとして図示された部分は1つまたは複数の物理ユニットであってよ
く、一箇所に位置していても、異なる位置に分散されていてもよい。ユニットの一部また
は全部を、各実施形態の解決策の目的を達成するための実際の必要に従って選択すること
もできる。
【０２８７】
　加えて、本発明の各実施形態における機能ユニットは1つの処理ユニットに統合されて
いてもよく、ユニットの各々が物理的に独立して存在していてもよく、または2つ以上の
ユニットは1つのユニットに統合される。統合ユニットはハードウェアの形態で実現され
てもよく、ソフトウェア機能ユニットの形態で実現されてもよい。
【０２８８】
　統合ユニットがソフトウェア機能ユニットの形態で実現され、独立した製品として販売
され、または使用される場合に、その統合ユニットは可読記憶媒体に記憶されていてよい
。そうした理解に基づき、本発明の技術解決策を本質的に、または先行技術に寄与する部
分を、または技術解決策の全部もしくは一部を、ソフトウェア製品の形態で実現すること
ができる。ソフトウェア製品は記憶媒体に記憶されており、（シングルチップマイクロコ
ンピュータやチップなどとすることができる）デバイスまたはプロセッサ（processor）
に、本発明の各実施形態で記述されている方法のステップの全部または一部を実行するよ
う命令するためのいくつかの命令を含む。前述の記憶媒体は、USBフラッシュドライブ、
リムーバブル・ハード・ディスク、読取り専用メモリ（英語：Read－Only Memory、略称
：ROM）、ランダム・アクセス・メモリ（英語：Random Access Memory、略称：RAM）、磁
気ディスク、光ディスクといった、プログラムコードを記憶することができる任意の媒体
を含む。
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【０２８９】
　以上の説明は、単に、本発明の具体的実施態様であるにすぎず、本発明の保護範囲を限
定するためのものではない。本発明で開示される技術範囲内で当業者によって容易に考案
されるいかなる変形も置換も、本発明の保護範囲内に含まれるものとする。したがって、
本発明の保護範囲は、特許請求の範囲の保護範囲に従うべきものとする。
【符号の説明】
【０２９０】
　　51　構成部
　　52　決定部
　　53　送信部
　　54　受信部
　　61　受信部
　　62　送信部
　　63　変更部
　　64　トリガ部
　　65　決定部
　　66　通知部
　　71　プロセッサ
　　72　送信機
　　73　受信機
　　81　受信機
　　82　送信機
　　83　プロセッサ

【図１】

【図２】

【図３】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年10月31日(2017.10.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前記UEのための前記キャリア・アグリゲーション・モデルを構成するステップ、
　を含み、
　前記キャリア・アグリゲーション・モデルは複数のコンポーネントキャリアを含み、前
記複数のコンポーネントキャリアは少なくとも1つのコアキャリアを含み、前記少なくと
も1つのコアキャリアは少なくとも1つのプライマリ・コア・キャリアを含み、前記コアキ
ャリアは、上り伝送機能および下り伝送機能を有し、前記上り伝送機能は、下りデータに
対応する上りフィードバック機能、下りチャネル状態フィードバック機能、または上りデ
ータ伝送機能、のうちの少なくとも1つを含み、前記下り伝送機能は、上りデータに対応
する下りフィードバック機能、上りチャネル状態フィードバック機能、または下りデータ
伝送機能、のうちの少なくとも1つを含み、前記プライマリ・コア・キャリアは、システ
ムメッセージ伝達機能、ページングメッセージ伝達機能、半静的スケジューリングパラメ
ータ構成機能、キャンピング参照機能、または暗号化参照機能、のうちの少なくとも1つ
の機能を有する、
　キャリア構成方法。
【請求項２】
　前記複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、ユー
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ザ機器UEのためのキャリア・アグリゲーション・モデルを構成する前記ステップの後に、
前記方法は、
　前記プライマリ・コア・キャリアを変更することを決定するステップと、
　セカンダリ・コア・キャリアの中から新しいプライマリ・コア・キャリアを決定するス
テップであって、前記セカンダリ・コア・キャリアは、前記少なくとも2つのコアキャリ
アの中の前記プライマリ・コア・キャリア以外のコアキャリアである、前記ステップと、
　前記UEにプライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージを送信するステップであって
、前記プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージは前記UEに前記プライマリ・コア
・キャリアを変更するよう命令するのに用いられる、前記ステップと、
　をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記UEにプライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージを送信する前記ステップの後
に、前記方法は、
　前記UEがトリガしたランダム・アクセス・チャネルRACH手順に従って、前記UEの前記プ
ライマリ・コア・キャリアが正常に変更されたと判定するステップ、
　をさらに含む、請求項2に記載の方法。
【請求項４】
　前記複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、ユー
ザ機器UEのためのキャリア・アグリゲーション・モデルを構成する前記ステップの後に、
前記方法は、
　前記UEの前記プライマリ・コア・キャリアが変更されたという通知を受信するステップ
、
　をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記UEの前記プライマリ・コア・キャリアが変更されたという通知を受信する前記ステ
ップは、
　新しいプライマリ・コア・キャリアに対応する上りキャリアに基づいて前記UEがトリガ
したRACH手順を受信するステップ、
　を含み、
　前記UEの前記プライマリ・コア・キャリアが変更されたという通知を受信する前記ステ
ップの後に、前記方法は、
　前記RACH手順に従って、前記プライマリ・コア・キャリアが変更されたと判定するステ
ップ、
　をさらに含む、請求項4に記載の方法。
【請求項６】
　前記UEの前記プライマリ・コア・キャリアが変更されたという通知を受信する前記ステ
ップは、
　前記UEが送信した上りメッセージを受信するステップであって、前記上りメッセージは
ネットワークデバイスに前記プライマリ・コア・キャリアが変更されたことを通知するの
に用いられる、前記ステップ、
　を含み、
　前記UEの前記プライマリ・コア・キャリアが変更されたという通知を受信する前記ステ
ップの後に、前記方法は、
　前記上りメッセージに従って、前記プライマリ・コア・キャリアが変更されたと判定す
るステップ、
　をさらに含む、請求項4に記載の方法。
【請求項７】
　ネットワークデバイスが送信したキャリア・アグリゲーション・モデルを受信するステ
ップと、
　前記キャリア・アグリゲーション・モデルに従って前記ネットワークデバイスとデータ
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伝送を行うステップと、
　を含み、
　前記キャリア・アグリゲーション・モデルは複数のコンポーネントキャリアを含み、前
記複数のコンポーネントキャリアは少なくとも1つのコアキャリアを含み、前記少なくと
も1つのコアキャリアは少なくとも1つのプライマリ・コア・キャリアを含み、前記コアキ
ャリアは、上り伝送機能および下り伝送機能を有し、前記上り伝送機能は、下りデータに
対応する上りフィードバック機能、下りチャネル状態フィードバック機能、または上りデ
ータ伝送機能、のうちの少なくとも1つを含み、前記下り伝送機能は、上りデータに対応
する下りフィードバック機能、上りチャネル状態フィードバック機能、または下りデータ
伝送機能、のうちの少なくとも1つを含み、前記プライマリ・コア・キャリアは、システ
ムメッセージ伝達機能、ページングメッセージ伝達機能、半静的スケジューリングパラメ
ータ構成機能、キャンピング参照機能、または暗号化参照機能、のうちの少なくとも1つ
の機能を有する、
　キャリア構成方法。
【請求項８】
　前記複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、ネッ
トワークデバイスが送信したキャリア・アグリゲーション・モデルを受信する前記ステッ
プの後に、前記方法は、
　前記ネットワークデバイスが送信したプライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージ
を受信するステップと、
　前記プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージに従って前記プライマリ・コア・
キャリアを新しいプライマリ・コア・キャリアに変更するステップと、
　をさらに含む、請求項7に記載の方法。
【請求項９】
　前記プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージに従って前記プライマリ・コア・
キャリアを新しいプライマリ・コア・キャリアに変更する前記ステップの後に、前記方法
は、
　前記RACH手順をトリガするステップ、
　をさらに含む、請求項8に記載の方法。
【請求項１０】
　前記複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、ネッ
トワークデバイスが送信したキャリア・アグリゲーション・モデルを受信する前記ステッ
プの後に、前記方法は、
　前記プライマリ・コア・キャリアを変更することを決定するステップと、
　セカンダリ・コア・キャリアの中から新しいプライマリ・コア・キャリアを決定するス
テップであって、前記セカンダリ・コア・キャリアは、前記少なくとも2つのコアキャリ
アの中の前記プライマリ・コア・キャリア以外のコアキャリアである、前記ステップと、
　前記ネットワークデバイスに、前記プライマリ・コア・キャリアが変更されたことを通
知するステップと、
　をさらに含む、請求項7に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ネットワークデバイスに、前記プライマリ・コア・キャリアが変更されたことを通
知する前記ステップは、
　前記ネットワークデバイスが、上りメッセージに従って、前記プライマリ・コア・キャ
リアが変更されたと判定するように、前記ネットワークデバイスに前記上りメッセージを
送信するステップであって、前記上りメッセージは前記ネットワークデバイスに前記プラ
イマリ・コア・キャリアが変更されたことを通知するのに用いられる、前記ステップ、
　を含む、請求項10に記載の方法。
【請求項１２】
　前記プライマリ・コア・キャリアを変更することを決定する前記ステップは、
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　プライマリ・コア・リンクに障害が発生したと判定したときに、前記プライマリ・コア
・キャリアを変更することを決定するステップ、
　を含む、請求項10または11に記載の方法。
【請求項１３】
　ユーザ機器UEのためのキャリア・アグリゲーション・モデルを構成するように構成され
た、構成部、
　を含み、
　前記キャリア・アグリゲーション・モデルは複数のコンポーネントキャリアを含み、前
記複数のコンポーネントキャリアは少なくとも1つのコアキャリアを含み、前記少なくと
も1つのコアキャリアは少なくとも1つのプライマリ・コア・キャリアを含み、前記コアキ
ャリアは、上り伝送機能および下り伝送機能を有し、前記上り伝送機能は、下りデータに
対応する上りフィードバック機能、下りチャネル状態フィードバック機能、または上りデ
ータ伝送機能、のうちの少なくとも1つを含み、前記下り伝送機能は、上りデータに対応
する下りフィードバック機能、上りチャネル状態フィードバック機能、または下りデータ
伝送機能、のうちの少なくとも1つを含み、前記プライマリ・コア・キャリアは、システ
ムメッセージ伝達機能、ページングメッセージ伝達機能、半静的スケジューリングパラメ
ータ構成機能、キャンピング参照機能、または暗号化参照機能、のうちの少なくとも1つ
の機能を有する、
　ネットワークデバイス。
【請求項１４】
　前記複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、
　決定部が、前記構成部が前記ユーザ機器UEのための前記キャリア・アグリゲーション・
モデルを構成した後で、前記プライマリ・コア・キャリアを変更することを決定し、前記
少なくとも2つのコアキャリアの中の前記プライマリ・コア・キャリア以外のコアキャリ
アであるセカンダリ・コア・キャリアの中から新しいプライマリ・コア・キャリアを決定
する、ようにさらに構成されており、
　前記ネットワークデバイスは、
　前記UEにプライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージを送信するように構成された
送信部であって、前記プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージは前記UEに前記プ
ライマリ・コア・キャリアを変更するよう命令するのに用いられる、前記送信部、
　をさらに含む、請求項13に記載のネットワークデバイス。
【請求項１５】
　前記決定部は、前記送信部が前記UEに前記プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセ
ージを送信した後で、前記UEがトリガしたランダム・アクセス・チャネルRACH手順に従っ
て、前記UEの前記プライマリ・コア・キャリアが正常に変更されたと判定する、ようにさ
らに構成されている、請求項14に記載のネットワークデバイス。
【請求項１６】
　前記複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、前記
ネットワークデバイスは、
　前記構成部が前記ユーザ機器UEのための前記キャリア・アグリゲーション・モデルを構
成した後で、前記UEの前記プライマリ・コア・キャリアが変更されたという通知を受信す
る、ように構成された、受信部、
　をさらに含む、請求項13に記載のネットワークデバイス。
【請求項１７】
　前記受信部は、
　新しいプライマリ・コア・キャリアに対応する上りキャリアに基づいて前記UEがトリガ
したRACH手順を受信する、
　ように特に構成されており、
　決定部は、前記受信部が、前記UEの前記プライマリ・コア・キャリアが変更されたとい
う前記通知を受信した後で、前記RACH手順に従って、前記プライマリ・コア・キャリアが
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変更されたと判定する、ようにさらに構成されている、請求項16に記載のネットワークデ
バイス。
【請求項１８】
　前記受信部は、
　前記ネットワークデバイスに前記プライマリ・コア・キャリアが変更されたことを通知
するのに用いられる、前記UEが送信した上りメッセージを受信する、
　ように特に構成されており、
　決定部は、前記受信部が、前記UEの前記プライマリ・コア・キャリアが変更されたとい
う前記通知を受信した後で、前記受信部が受信した前記上りメッセージに従って、前記プ
ライマリ・コア・キャリアが変更されたと判定する、ようにさらに構成されている、請求
項16に記載のネットワークデバイス。
【請求項１９】
　ネットワークデバイスが送信したキャリア・アグリゲーション・モデルを受信するよう
に構成された、受信部と、
　前記受信部が受信した前記キャリア・アグリゲーション・モデルに従って前記ネットワ
ークデバイスとデータ伝送を行うように構成された、送信部と、
　を含み、
　前記キャリア・アグリゲーション・モデルは複数のコンポーネントキャリアを含み、前
記複数のコンポーネントキャリアは少なくとも1つのコアキャリアを含み、前記少なくと
も1つのコアキャリアは少なくとも1つのプライマリ・コア・キャリアを含み、前記コアキ
ャリアは、上り伝送機能および下り伝送機能を有し、前記上り伝送機能は、下りデータに
対応する上りフィードバック機能、下りチャネル状態フィードバック機能、または上りデ
ータ伝送機能、のうちの少なくとも1つを含み、前記下り伝送機能は、上りデータに対応
する下りフィードバック機能、上りチャネル状態フィードバック機能、または下りデータ
伝送機能、のうちの少なくとも1つを含み、前記プライマリ・コア・キャリアは、システ
ムメッセージ伝達機能、ページングメッセージ伝達機能、半静的スケジューリングパラメ
ータ構成機能、キャンピング参照機能、または暗号化参照機能、のうちの少なくとも1つ
の機能を有する、
　ユーザ機器。
【請求項２０】
　前記複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、
　前記受信部は、ネットワークデバイスが送信したキャリア・アグリゲーション・モデル
を受信した後で、前記ネットワークデバイスが送信したプライマリ・コア・キャリア変更
通知メッセージを受信する、ようにさらに構成されており、
　前記ユーザ機器は、
　前記受信部が受信した前記プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージに従って、
前記プライマリ・コア・キャリアを新しいプライマリ・コア・キャリアに変更するように
構成された、変更部、
　をさらに含む、請求項19に記載のユーザ機器。
【請求項２１】
　前記ユーザ機器は、
　前記変更部が、前記プライマリ・コア・キャリア変更通知メッセージに従って前記プラ
イマリ・コア・キャリアを前記新しいプライマリ・コア・キャリアに変更した後で、前記
ネットワークデバイスが、ランダム・アクセス・チャネルRACH手順に従って、前記プライ
マリ・コア・キャリアが正常に変更されたと判定するように、前記RACH手順をトリガする
、ように構成された、トリガ部、
　をさらに含む、請求項20に記載のユーザ機器。
【請求項２２】
　前記複数のコンポーネントキャリアが少なくとも2つのコアキャリアを含む場合、前記
ユーザ機器は、
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　前記受信部が、前記ネットワークデバイスが送信した前記キャリア・アグリゲーション
・モデルを受信した後で、前記プライマリ・コア・キャリアを変更することを決定し、前
記少なくとも2つのコアキャリアの中の前記プライマリ・コア・キャリア以外のコアキャ
リアであるセカンダリ・コア・キャリアの中から新しいプライマリ・コア・キャリアを決
定する、ように構成された、決定部と、
　前記ネットワークデバイスに、前記プライマリ・コア・キャリアが変更されたことを通
知する、ように構成された、通知部と、
　をさらに含む、請求項19に記載のユーザ機器。
【請求項２３】
　前記通知部は、
　前記ネットワークデバイスに前記プライマリ・コア・キャリアが変更されたことを通知
するのに用いられる上りメッセージを、前記ネットワークデバイスに送信する、
　ように特に構成されている、請求項22に記載のユーザ機器。
【請求項２４】
　前記決定部は、
　プライマリ・コア・リンクに障害が発生したと判定したときに、前記プライマリ・コア
・キャリアを変更することを決定する、
　ように特に構成されている、請求項22または23に記載のユーザ機器。
【請求項２５】
　請求項1から6のいずれか一項に記載の方法をコンピュータに実行させるプログラムが記
録されたコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２６】
　請求項7から12のいずれか一項に記載の方法をコンピュータに実行させるプログラムが
記録されたコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２７】
　互いに通信するユーザ機器とネットワークデバイスとを含み、前記ユーザ機器は、請求
項7から12のいずれか一項に記載の方法を実行し、前記ネットワークデバイスは、請求項1
から6のいずれか一項に記載の方法を実行する、通信システム。
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